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1．本書は、平成15年度・同16年度の2カ年において

発掘調査を行った長野県南佐久郡臼田町大字田口に

所在する大奈良遺跡の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は、臼田町農林課が行うふるさと農道緊

急整備事業に伴い、臼田町の委託を受けた佐久市教

育委員会が実施した。

3．発掘調査地籍は、長野県南佐久郡臼田町大字田口

字金石3890・3894－3899である。

4．調査期間は、以下の通りである。

発掘調査

平成15年11月4日～同年12月25日

平成16年4月1日～同年5月14日

整理・報告書作成

平成16年1月6日～同年2月2日。

平成16年5月17日～平成17年2月25日

5．発掘調査面積は、1，700扇である。

6．発掘調査の組織は、以下の通りである。

発掘調査受託者

佐久市教育委員会

教育長　　高柳　　勉

事務局

教育次長　赤羽根寿文

文化財課長　嶋崎　節夫　（平成15年）

小林　正衛　（平成16年）

文化財係長　高村　博文

文化財係　林　　幸彦、三石　宗一（平成15年）

須藤　隆司、小林　眞寿、

羽毛田卓也（平成16年）、

冨沢　一明、上原　　学、

出澤　　力、赤羽根太郎

調査担当　須藤　隆司

調査員　浅沼ノブ江、阿部　和人、岩崎　重子、

市川　　昭、上原　幸子、江原　富子、

小幡　弘子、相木　貞夫、相木　義男、

加藤　美雪、木内　節雄、菊池　喜重、

神津ツネヨ、小林　妙子、小林よしみ、

小山　　功、佐藤志げ子、佐藤　　剛、

佐々木　正、佐々木久子、高見沢　綾、

田中　章雄、田中ひさこ、中島とも子、

中嶋フクジ、中嶋　良造、橋詰　勝子、

橋詰　信子、平林　　泰、細萱ミスズ、

三石　園子、百瀬　秋男、森角　雅子、

柳沢　孝子、山村　容子

7．本書で掲載した地図は佐久市が承認を得て複製し

た建設省国土地理院発行の地形図（1：50，000）及

び臼田町発行の基本図（1：2，500、1：25，000）を

使用した。

8．本書で使用した空中写真は、㈱こうそくが平成6

年に撮影したものである。

9．国家座標に基づく測量基準杭の設定は有限会社浅

間エンジニアリングに依頼した。

10．自然科学分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に依

頼し、分析結果を第V章に掲載した。

11．遺物計測は中島とも子、土器接合・復元は小林妙

子、小林よしみ、橋詰勝子、遺構図面整理・遺構ト

レースは上原幸子が行い、遺物実測・トレースは加

藤美雪、高見沢　綾、田中ひさ子、森角雅子、柳沢

孝子が行った。

12．遺構・遺物写真は須藤隆司が撮影した。

13．本書の執筆・編集は須藤隆司が行った。

14．縄文土器に関しては小川直裕氏、小口英一郎氏、

川崎　保氏、桜井秀雄氏、堤　隆氏、中島　透氏、

水沢教子氏から貴重なご助言を頂き、北柏木村考古

博物館藤森英二氏に考察を依頼し、賜った玉稿を第

Ⅵ章に掲載した。打製石斧を中心とした石器に関し

ては東京都立大学山田昌久氏、群馬県安中市ふるさ

と学習館大工原豊氏より貴重なご教示を頂いた。

また、石器石材の鑑定・分析は野尻湖ナウマン象

博物館中村由克氏に依頼し、賜った玉稿を第Ⅴ章に

掲載した。

15．出土遺物および調査に関する記録類は一括して、

佐久市教育委員会文化財課に保管してある。



1．遺構の略称は以下の通りである。

縄文時代住居址→J　古墳時代住居址→H

土坑→D　掘立柱建物址→F

2．挿図の縮尺

遺構の縮尺は

竪穴・敷石住居址、掘立柱建物址：1／80

炉・カマド：1／40

土坑：1／40・1／60

遺物の縮尺は

土器・多孔石・石皿・編物石：1／4

打製石斧・打製石斧調整剥片・削器・磨製石斧

敲石・凹石・磨石・石製品：1／3

石槍・石錠・石匙・石錐・楔形石器・石核二2／3

土偶・土版：1／2

臼玉：原寸

図中にはスケールを付す。

3．調査区画は4mx4mを東西A～F、南北を1

－33とし、例えばD30グリッドと呼称した。またグ

リッドを2mx2mの小区画に細分し北東・南東・

北西・南西の順番でa b c dを付した。

4．遺構平面図中にある番号は遺物実測図番号と同一

で、出土位置・状態を示したものである。

5．遺構の海抜標高は遺構ごとに統一し、水糸標高を

「標高」とした。

ロームブロック

6．遺物写真の番号は挿図と同一である。縮尺は凹

石・磨石・石皿・多孔石が挿図の概ね1／2で、他は

概ね挿図と同一である。

7．土層の色調は『新版標準土色帖』に基づいた。

8．遺構の計測方法

竪穴住居址の南北長・東西長・面積は床面の計測

値で、面積の計測にはプラニメーターを用いた。

土坑・炉・柱穴の長軸長・短軸長は上場の計測値

である。×の表記は長軸長・短軸長・深さの順番で

数値が記載してある。

9．土器の挿図に付した計測値の（）は推定値、

〈　〉　は現存値である。単位はcm。

遺物実測図に出土位置を付したがグリッドでⅣと

あるのはⅣ層、表記のないものはⅢ層である。

石鍛・石槍・石錐・石匙・楔形石器・石核の挿図

における数値は重量（g）である。また石材の表示

がないものは黒曜石である。

打製石斧・打製石斧調整剥片・削器・磨製石斧・

敲石の挿図における数値は重量（g）である。

打製石斧はキャプションに石材を記したが、黒

色・灰色頁岩が混在する挿図は灰色頁岩を表示し、

石材表示がないものが黒色頁岩である。

10．挿図中におけるスクリーントーンは以下の表現で

ある。

土器出土範囲 石器摩滅痕
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遺跡概要

縄文時代後期敷石住居址 1 軒 ・中期敷石住居址2 軒 ・中期竪穴住居址15軒、

古墳時代中期竪穴住居址3 軒、土坑73基

縄文土器 ・石器　 テンバコ380箱、打製石斧3，498本

特記事項



1　調査に至る経過

大奈良遺跡は南佐久郡臼田町大字田口に所在する。

遺跡の立地は、千曲川右岸の河岸段丘であり、東方で

は脇平山の丘陵端部が弧状に接している。昭和63年度

刊行の『臼田町遺跡詳細分布調査報告書』には、採集

された遺物から縄文時代中期・弥生時代後期・古墳時

代・平安時代の遺跡として登録されている。また、古

くは昭和27年に行われた開田の際に膨大な遺物が出土

じ、その一部が東京大学人類学教室に持たれされたよ

うである。

今回、臼田町が遺跡内にふるさと農道緊急整備事業

として道路建設を計画したため、臼田町が長野県教育

委員会の協力を得て平成15年10月1日・2日に試掘調

査を実施した。その結果、開発範囲において縄文時代

の遺物が大量に出土し、遺跡保存の必要性が生じた。

そこで、臼田町より委託を受けた佐久市教育委員会が

記録保存を目的とする発掘調査を行う運びとなった。

発掘調査は平成15年11月4日から同年12月25日の期

間で実施した。当初は年内にすべての調査を終了する

予定であったが、予想を遥かに越える遺構・遣物が検

出されたため、協議の結果、平成16年4月1日～5月

14日に継続調査を実施し、発掘調査を終了させること

となった。

大奈良遺跡の位置（1：50，000）

一1一



2　調査日誌

（1）試掘調査

平成15年10月1日・2日

長野県教育委員会綿田弘美氏指導の基に、臼田町教

育委員会・農林課・建設課の職員、地元の協力者5名

によって試掘調査が行われる。重機で開発範囲にトレ

ンチ9本を設定して遺構・遺物の確認を実施した結果

は、全域で縄文時代中期の土器片・打製石斧が多量に

検出された。特にトレンチ8では後に廃棄物の堆積層

と判明する1mに及ぶ包含層が確認され、遺跡の重要

性・保護対策の必要性が確定された。

（2）平成15年度の発掘調査

11月4日～11月12日

重機を用いて耕作土（I層）・旧水田土壌（Ⅱ層）

の除去作業を行う。

11月13日～11月19日

遺物包含層（Ⅲ層）の掘り下げ。膨大な量の縄文時

代中期土器片・打製石斧・削器・打製石斧調整剥片等

を検出する。

11月21日～12月25日

Ⅳ層上部で住居址・土坑等の検出・確認作業を行い、

掘り下げ・記録作業を行う。C～F17グリッド以北の

調査を終了する。終了遺構は、H1号・J2－13号住

居址、1～42号土坑、埋碧1・2である。

（3）平成16年度の発掘調査

4月1・2日

前年度作物の関係で残された中央・南部西端のI・

Ⅱ層を重機で除去する。前年度調査終了北半部の東西

壁際に土層観察用採掘トレンチを重機で掘り下げる。

4月5日～5月12日

新たにI・Ⅱ層を除去したE20・D32グリッド前後

における遺構確認を行う。調査区南端（A～E・28－

33グリッド）Ⅲ層の掘り下げ遺物検出・遺構確認作業

を行う。H2・3号、Jl・14－18号住居址、43～73

号土坑の掘り下げ・記録作業を実施する。

調査区南部のH2・J15－17号住居址下部の遺物包

含層（Ⅳ層）の掘り下げ・遺物検出作業を行う。

5月13日

調査区南半部の東西壁際に土層観察用採掘トレンチ

ー2－



を重機で掘り下げる。

4月17［］

午前10時～12時の期間、地元臼田町の方々を中心に

遺跡現地説明会を行う。約90名の参加者がある。

4月20日・5月14日

パリノ・サーヴェイ株式会社辻本崇夫氏・千葉博俊

氏に土層堆積の観察、土層サンプルの採取等古環境復

元に関わる調査を実施して頂く。

5月14日

東西壁のセクション園を作成し、安全対策のため一

部埋め戻しを実施して、調査を終了する。

（4）整理・報告書作製作業

平成15年1月6日～3月25日

遺物水洗・注記作業。遺構図面整理。

平成16年5月17日～平成17年2月25日

遣物水洗・注記・復元・実測・トレース・写真撮影

作業、遺構図面整理・トレース、図版・写真割付作業、

原稿執筆、編集作業を行う。報告書は平成17年2月25

日に刊行する。

－3－



3　調査の概要

1．遺跡名　大奈良（おおなら）遺跡　　略称UON

2．所在地　長野県南佐久郡臼田町大字田口字金石

3890・3894－3899。

3．調査原因者　臼田町

4．開発事業　ふるさと農道緊急整備事業

5．調査期間　平成15年11月4日～同年12月25日

平成16年4月1日～同年5月14日

6．調査面積1，700Id

7．検出遺構

A　縄文時代

敷石住居址　3軒（中期後葉2・後期初頭1）

竪穴住居址15軒（中期中葉1・中期後葉14）

土坑　71基

屋外埋嚢　2個体

屋外炉　2基

配石遺構　1基

B　古墳時代

竪穴住居址　3軒

C　時期不明

掘立柱建物址　1棟

土坑　2基

8．検出遺物

テンバコ（58×36×20cm）　380箱

A　縄文時代

中期中葉土器：井戸尻式・焼町土器

中期複葉土器：「佐久系土器」

加曽利E式・曽利式・唐草文系

後期初頭土器：称名寺式

土偶・土版・石製品（垂飾）

石鍍・石匙・石錐・石槍・楔形石器

打製石斧・削器・敲石

凹石・磨石・石皿・多孔石

原石・石核・剥片

B　古墳時代

土師器（中期）：小型丸底土器・高杯・杯

甑・嚢

臼玉

編物石
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環境跡

1　地理的環境

佐久地方の地形形成で注目されるのは千曲川である。

南佐久郡川上村の甲武信ケ岳北斜面から発源した千曲

川は、佐久地方の中央部「佐久平」を北流する。臼田

町付近の千曲川右岸にある東部山地は、標高1，400m

内外の山々が南北に連なる関東山地西端部分であり、

霊仙蜂、象ケ滝、水落観音の尾根が千曲川の低地部ま

で延びる。

大奈良遺跡は千曲川右岸の河岸段丘上に立地する。

標高は704m前後である。背後には東部山地の西端末

端部脇平山が接する。その山麓端部は打製石斧・石囲

炉に用いられた溶結凝灰岩からなる。また、その南側

には田口峠から発源し、千曲川に注ぐ両川によって形

成された谷口扇状地が広がる。両川は東部山驚上部か

ら打製石斧・削器に用いられた黒色・灰色頁岩原石を

千曲川まで運ぶ。

調査区の地形は、大きくは南部の微高地と中央・北

部の低地部に区分される。南部微高地部には縄文時代

住居址群が形成される以前に存在した旧河道状地形1

一5



と古墳時代に形成されたと考えられる旧河道状地形2

が南端部に存在する。微高地から北部低地部の比高は

1m程である。

遺跡の基本層序は、下位よりⅦ～I層に分層される。

Ⅶ層は黄褐色の極細粒～中粒砂主体の円礫を含む砂礫

層である。Ⅵ層は調査区南部旧河道状地形1にみられ

る礫主体の砂礫層。Ⅴ層は暗灰褐色シルト質砂質土か

らなり、円～亜円砂礫を含む。

Ⅳ層はシルト質砂質土でⅤ層より径の小さい礫を含

む。旧河道状地形1（第3園B28）では基本的に暗褐

色土であるが、暗黄褐色土を多く含む層準（Ⅳb層）

や焼土・炭化物を多量に含み土器・石器が多量に検出

された層準（ⅣC層）に区分される。また、調査区北

側低地部（同図C13）では暗黄褐色土（Ⅳ1層）・暗

褐色土（Ⅳ2層）・暗黄褐色土（Ⅳ3層）の3層に細

分できる状況が観察される。一方、調査中央部低地部

（同園B22）では、Ⅶ層まで層厚もなくⅤ層も含めて

細分が困難な状況である。当土層上部が遺構検出面で

ある。

Ⅲ層は黒褐色のシルト質砂質土であり、礫を多量に

含む縄文時代中期後葉の遺物包含層である。調査区南

端の旧河道状地形2、Hl・2号住居址はⅢ層を切り

込むため、その範囲には存在しない。またJ14号・H

3号住居址がある調査区中央西部E19～22グリッドで

は堆積が存在しないか僅であり、Ⅱ層以下が遺構検出

面のⅣ層であった。そのⅡ層は旧水田土壌で、I層は

現耕作土である。なお、調査区南端の微高地部ではⅢ

層下位がⅦ層である。
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2　歴史的環境

昭和63年刊行の『白田町遺跡群詳細分布調査報告

書』によると遺跡として登録された箇所は194件であ

る。そのうち縄文時代の遺物が採取された遺跡は77箇

所である。第4図・表1は同報告書からの転載である

が、大奈良遺跡周辺においても、千曲川の河岸段丘上、

山麓端部の尾根上を中心に縄文時代遺跡が数多く登録

されている。ただし、東部山麓（第4国外）にある芦

内岩陰遺跡で発掘調査が行われ、縄文前期の木島式・

開山式土器等が検出されているが、発掘調査された遺

跡は少なく、多くが縄文土器片・石鍍・打製石斧等の

採集資料から認定された場所であり、石鍍あるいは打

製石斧数点のみ採集という箇所も少なくない。その点

では、大奈良遺跡は膨大な打製石斧を筆頭に縄文時代

遣物が多量に採取されており、集落遺跡として早くか

ら確定できる遺跡であった。

今回の調査では検出されなかったが、大奈良遺跡で

は弥生時代後期の土器片が採取されていた（調査区西

側微高地と推定される）。弥生時代の遺跡では、臼田

町教育委員会によって昭和63年に発掘調査された両川

右岸に立地する原遺跡（69）で後期竪穴住居址2軒、

昭和62年に発掘調査された千曲川左岸段丘に立地する

勝間原遺跡（18）で同様に後期竪穴住居址2軒が検出

されている。また、北部では、離山遺跡（66）の北側

に位置する佐久市久禰添遺跡で平成9・12年に佐久市

教育委員会による調査が行われ、弥生時代後期の竪穴

住居址4軒が検出されている。

大奈良遺跡では古墳時代後期の土師器が採取されて

いたが、今回の調査では古墳時代中期の竪穴住居址3

軒が検出された。周辺では上述した久禰添遺跡の調査

で古墳時代中・後期の竪穴住居址19軒が検出されてい

る。古墳は粧山に3基（135～137）、大奈良遺跡南側

の山崎遺跡（70）に痕跡1基（139）、上述した原遺

跡（69）内に6基からなる幸神古墳群（140～145）、

3基からなる外久間古墳群（146－148）、3基からな

る中原古墳群（149－151）が存在している。離山2・

3号填、幸神1・2・4号噴、外久間1・2号填、中

原1・2号境で確認された墳形と石室は、円墳・横穴

式石室である。石室最大規模は玄室360×320cm・羨道
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390×280cmの幸神1号墳である。遺物には、離山2号

墳で金環2個、山崎古墳で勾玉1個がある。

番 号 i■　 郡二　名 所　 在　 地 立　 地 ， 日 曜 文 弥 生
－ 1え 1割腋 平安」や近 ほ

1 原 田 臼 田　 原 田 平 地 ○ ○

2 打 ぜ 〃　 I生 田 塚 ・頂 再 度 （〕 ○ ○ ○

3 美 里 打 家 JJ　 美 里 在 家 J　　 O ○ ○ C I

4 滑 ノ沢 JJ　 水 沼 Jl （〕

5 苛 ．谷 lJ　 荒 谷 山 貯 ○ ○

6 七 曲 が り下 ll　 力口語 石 ′・ ○ ○ ○

8 寺 久 保 11　 庚 申 山 際 C ） ○

9 下 ノ城 11　 寺 久 保 ○ C ） ○ ○

1 0 一缶 ヶ垢 Jl　 台 ヶ坂 JJ C ） ○ ○

1 1 1i 【日 lJ　 反 田 平 地 （〕

1 2 1虔 下 lJ　 J盛 下 〃 ○

1 3 楯 山 1 扇 状 地 （〕 ○ ○ ○

I 4 城 山 11　 1盛 山 （〕 ○ ○

1 5 ′卜山 l筋 J　 ′卜 山 鯨 ○

l h Jト 山 J　　 ′ト 山 J C ） ○ ○

1 7 丸 山 下 1ト田 切　 賜 闇 JJ ○ ○ ○ C 〉

1 8 勝 間 原 l　　 勝 間 〃 ○ ○ C 〉 ○

け 姜 ノ 未 1′　　 要 ノ太 C ） ○ C 〉 C 〉

2 0 日 影 日 影 丘 謬 ○ C ）

2 1 日．枚 J ○ ○

2 2 夏 瀬 下 ノlヽ 田 切　 夏 浦 扇 コぼ 胎 ○ ○ ○

2 ：l 滑 湯 沢 ． 漁 山 曹 ○ ○

2 4 和 田 lJ　 和 【ヨ C ） ○ ○

2 5 北 相可 温 風　 北 †劇 ○ ○ ○

2 6 ・・ニ・ 11　 中 腰l ○ C ）

3 7 北 イ馴 勝 間 北 側　 勝 間 】扇 光 鮒 ○ C ）

3 8 千 曲 ・告 団 地 Jl 腋
ノニ 0 C ）

3 9 広 沢 lJ 広 沢 丘 鯵 C ） C ） C ） ○

4 0 田 島 窪 Jl 【腋 魚 山 麓 ○ ○

4 1 1慮 影 ．．　　 g g　　　 ・1 ニ ′ C ） （〕 ○

4 3 蘭 久 保　 尿 射 11　 両 久 倶　 上寒‡寸 ○

6 6 l誰 Lu 上 中 i入 l紆 山 一　 ． 0 ○ ○ C ）

6 7 申 反 田 犬 養 畠　 中 百 四 平 地 ○ C ）

6月 大 更 鼻 大 ・慧 昌　 夫 姦 良 ・命 複 扇目地 ○ ○ ○ C ）

6 9 原

原　 幸 神 ・切 合 ・

外 九 閻 ・中 原： 仙 ○ ○ ○

7 0 山 綴 ★ ・慧 良　 山 l膝 ○ ○ ○

7 1 l駄 白 山 jノ‘． 丘 醇 ○ ○ ○ ○

7 2 ア 蹟 †奮川　 ぎ 添 平 地 ○

7 3 it 川 1サ川　 細 露 内 山 驚 ○ ○

7 4 は か せ 久 保 汁 川　 は か せ 久 保 J ○

7 ～ 命 原 ll　 命 J買 入 JJ ○ （〕

7 6 清 川 入 Jl l t 川 入 J C） C ） ○

7 7 吉 沢 蝶 下 JJ　 吉 沢 鰭 下 C 〉 ○

7 8 明 渓 寺 下 腋「 1唄 Iも 寺 I C ） ○ ○ C ）

7 9 割 塚 JJ　 害射定 平 土地 （⊃ C ） C ）

8 0 五 藤 lJ　 五 藤 JJ ○ C ） C ）

9 7 西 】東 田 三 分　 西 量i 田 JJ ○ ○

9 8 田 中 11　 中 川 原 JJ 〔） ○ ○ ○

9 9 戸 井 口 〃　　 上 川 原 ・下 川 原 〃 C 〉 ○ （〕

1吋 井 上 IJ　 上 の 田 Jl C ） C ） ○ ○

1 0 1 遍 照 寺 lJ　 寺 久 保 山 t ○ ○ （⊃

1 0 2 青 紫 JJ　 新 幕 ・iE か ん 田 平 士的 ○ ○ C 〉 ○

1 0：I ノlヽ 山 沢 ′J、山 訳 ∴・ ○

1 0 4 三 4 I

lJ 塚 畑 ・谷 地 ・芝 宮

・北 辛 皮 －　t． C ） ○ ○

1 0 5 山 際 入 7尺　 山 際 山 l■ ○ ○ ○ ○

1 0 6 和 田 前 i・　 £・　 －ココ 軋 ノー・　 ． C ） ○

1 0 7 権 1曝 涌 JJ　 中 毒薯翔 ．・細 久 倶 ′こ・ ○ ○ ○

1 0 8 五 霊 西　 湯 殿 入

JJ 五 重 西 ・湯 殿 入

社 lヨ ・中 」寸 C ） ○ ○ ○ ○

Iの 下 滝 戸　 山 の ポ1

〝　 宮 林 ・下 海 戸

山 の 鎖 ○ （〕 ○ ○

1 2 1 恩 書 ・六 角 督

入 沢　 局 番 ・牧 平

六 台 せ 〃 ○ ○

1 2〕 吉 I羊寺 JJ　 洩il抗 の 入 J C ） ○

1 2 4 野 呂 沢 ll　 野 只 沢 1 ○

1 2 5 縮 正 田 三 条　 観 正 田 平 1枚 ○ C 〉

1 2 6 育 ．－ J l　 滋i茄 子 ○

1 2 7 甘 荒 一拝 ＋ 日 町　 更 荒 谷 IJ ○ ○

ほ 8 十 日 町「 11　 上 ・臣 池 JJ C ）

1 3 1 庸 塚 白 田　 善 5可 琳 丘 襟 C ）

1 3 2 軒 未定 JJ　 蜜戸塚 平 地 ○

1 35・1 3 鰍 Lu l ・2 号 上 申 iえ l貯 LU 山 腹 0

1 3 7 〃　　 3 号 J
′－

○

l j 8 清 川 入 滑 川 I管 川 入 山 貯 ○

1：I 9 山 l斎 大 二慧 良　 山 l新 平 士敗 ○

14 0、．3 重 1坤 1 ～ 6 号 原　 壷 神 C ）

14 6、8
外 九 間 1～ 3 号 11 外 九 間 J C ）

14 9ノーの 中 原 1 号 ～ 3 号 Jl　 中 原 JJ C 〉

1 5 2 制 度 下 町‾　 青田妄 lJ ○

1 5 4 五 屏 JJ 五 展 ○

1 5 1 L田 無 1 号 入 沢　 L u 際 山 】匿 C ）

1 6 2 ・ヨ 山 際 2 ・3 号 ll　 上 大 淀 11 ○

1 6 4 月 夜 平 4 号 月 庸 平 丘 稜 ○

1 6 5 ・6 橋 琴目許5 ・6 号 11　 中 欄 輝 ． 山 膀 ○

1 6 7 繕 野 営 7 号 Jl　 i有 冒 ．j銀 C）

lb ’－7 五 書 西 8 ・－ 1 2号 JJ　 五 需 西 I ○

1 7〕 蕩 題醇 入 1 3 号 JJ　 湯 殿 入
′ニー

○ （〕

17 4・－1 天 神 平 国 ヤ 1 5号 lJ　 更 紳 平 山 腹 ○

1 7 7 〃　　　 1 7 号 11　 官 1未 lJ ○

1 8 1 腹 王 寺 臼 田　 臼 田 丘 稜 ○

1 8 2 稲 荷 山 11　 勝 間 －　 ． ○

1 8 6 J雁l蚤 申 ′H 卦 切 丘 詳 ○

1 8 7 田 口 E 】口　 j感 山 JJ ○

1 8 8 青田闇 下 町 I帽 闇 1．　 ・ ○

1 9 0 － 細 入 訳　 擬 音c 丘 抄 ○

1 9 2 入 沢 入 沢 山 1百 ○

表1　周辺遺跡一覧
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1敷石住居址とその遺物

（1）J1号住居址（第5図）

調査区南部のE27グリッドで検出された。北側をH

1号住居址、南側をH2号住居址が破壊している。敷

石範囲で長軸長360cm・短軸長328cm・面積7．9Id程が

残存する。柱穴・掘り込み等は確認できなかった。敷

石に用いられた石材は扁平な溶結凝灰岩である。

炉は長軸長76cm・短軸長62cm・深さ36cm程の石囲炉

が南側中央で確認された。厚さ30cm前後の溶結凝灰岩

梨板石4個から構築されている。

検出遺物には後期初頭土器、石赦・石匙・楔形石

器・打製石斧・削器・凹石・磨石・剥片がある。1は

炉内、2は炉西側の敷石上面から検出された称名寺式

土器である。ともに精製の探鉢であろう。その土器か

ら本住居址の時期は縄文時代後期初頭と考えられる。

（2）J3号住居址（第6図上）

調査区北部のF13グリッドで検出された。西側は調

査区外である。敷石部は扁平な溶結凝灰岩板石の部分

的な残存で、炉・柱穴・掘り込み等は確認できず、住

居址の全容は知り得ないが、埋嚢が確認された。

1層褐色土（10YR4／4）
小磯を多く含む。

2m

埋碧の位置から、その東側敷石部は張出部と想定で

きようか。

検出遺物には中期後葉土器、石匙・打製石斧・凹

石・磨石・多孔石・剥片がある。1は胴下部を欠く探

鉢口縁部を伏せた大型埋聾で、口緑部文様帯を失い幅

広洗練で施文された加曽利EⅢ式である。埋嚢から本

住居址の時期は縄文時代中期後菓4段階（加曽利EⅢ

式）と考えられる。

（3）J6号住居址（第6図下）

調査区中央部のC17グリッドで検出された。H7号

住居址を切る。東側は調査区外で、扁平な溶結凝灰岩

板石からなる敷石部の部分検出である。炉・柱穴・掘

り込み等は未確認であるが、埋嚢が残存していた。

検出遺物には中期複葉土器、打製石斧・削器・剥片

がある。1・2の探鉢は2の内部に1が納められた状

態で埋設された埋聾である。ロ縁部文様帯が沈線で楕

円に区画されることから、加曽利EⅢ式土器と捉える。

その土器から本住居址の時期は縄文時代中期後業4段

階（加曽利EⅢ式）と考えられる。

02
L⊥ト半丁4cm

第5図J1号住居址とその土器
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旦　　　旦旦　　旦

瘍奴ま勉…　瘍詠J3号住居址
1層黒褐色土（10YR3／2）

E　　　旦　　　小礫・黄褐色土ブロックを含む。

1層　黒褐色土（10YR3／2）
小磯・黄褐色土ブロックを含む。

J　6号住居址

∴‾
長　176
幅　142
厚　　　68
重　2100

礫岩

第6図J3号住居址（上）・J6号住居址（下）
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写真16J3号住居址の埋襲（西から）

－11

写真18J6号住居址（東から）



逆　竪飛住居観藍その遺物

（1）」2号住居址（第7・8図）

調査区北部のD9グリッドで検出された。南北320

cm・東西332cmのやや方形に近い円形を皇し、床面積

は7．6rdである。壁残高は12cm程を測る。ピットは炉

前方で直径40cmつ采さ30cm程のP上　南部で直径25

cm・深さ15cm程のP2が確認された。

炉は、中央北よりにある。扁平な安山岩円礫からな

る石囲炉である。本来は炉石4個の構成であるが、北

側の石が抜かれ、西・南側の石も構築位置から移動し

ていた。抜かれた石は炉の北側床面に廃棄されていた。

検出遺物には中期後業土器、垂飾石弓丁製石斧。削

器・凹石の磨石。石核e剥片がある。1ほ南壁の入り

口部に設けられたと推定される埋聾である。胴下半部

を欠き逆位埋設である。2は炉東側に設けられた埋設

土器で、大形品の胴部が用いられている。3は埋賓脇

の床近く、4ほ覆土中からの検出である。5～8ほ覆

土上面に廃棄されていた土器群である。1。5・7ほ

胴部に鱗状沈線が施される「佐久系土器」である。2

ほ沈線による交差点状区画に似た文様がある。加曽利

EⅡ式古～中段階の土器であろう。3はあまり類例の

無い土器であるが、連続する円文は加曽利E式や連弧

文土器にみられるものと関係するだろうか。4は鉢形

土器であろう。6は曽利式・唐草文系、あるいは「佐

久系」の可能性もある。8ほ両耳の小型鉢であろう。

埋襲。埋設土器から本住居址の時期は縄文時代中期後

葉2段階（加曽利EⅡ式中段階）と考えられる。

（2）」4号住居址（第9・1叶舶

調査区北部のEllグリッドで検出された。長軸長

468cm・短軸長424cmの楕円形を呈し、床面積は14．6扇

である。壁は20cm程を確認した。ピットはPl～P7

の7箇所を検出した。

炉は、炉A・炉Bの2箇所が確認された。炉Aは南

東壁よりにあり、扁平な安山岩円礫4個で構築された

右図炉である。炉内焼土面上部には4に復元された土

器片が敷かれ、さらにその上に3に復元された土器片

が敷き詰められていた。炉Bは中央北側に位置する破

壊された石囲炉である。焼土面の上に5に復元された

土器片が敷かれ、その周囲に安山岩円礫を配し、炉石

と推定される扁平な安山岩円礫3個で覆われていた。

溶結凝灰岩の板材で目線部が差された第9図1の埋

婆が南壁より中央で検出された。その南側には長さ50

cmの扁平安山岩円礫の立石、その東側には直径50cm程

の馬蹄形を呈する石組が存在していた。

検出遺物には中期後葉土器、石鉄e石錐・打製石斧・

削器・凹石・磨石・石皿・剥片がある。1の埋婆は加

曽利EⅢ式。その内部にあった2は「佐久系土器」で

ある。炉Bの5は曽利Ⅳ式としたい。炉Aの3は目線

部文様帯を残すが区画は崩れ胴部の綻位文様部も幅が

広い。4ほ目線部文様帯を失い、胴部が上下2段に分

かれるとすることもできる。いずれも加曽利EⅢ式と

言えるだろう。6は櫛歯状工具による地文の浅鉢。覆

土上部の7は低い隆帯が垂下し地文の縄文が残る。加

曽利EⅣ式であろう。本住居址の時期は埋婆・炉A土

器から縄文時代中期後菓4段階（加曽利EⅢ式）と考

えられる。

（3）」5号住居地（第11図）

調査区北部のD12グリッドで検出された。直径392

cm程の円形を呈する。床面積は汀1I肩であり、壁は20

cm程を確認した。南壁脇の56×50×28cmを測るP3は

埋婆が抜かれたものと考えられようか。

炉は、中央北よりに位置する石囲炉である。扁平な

安山岩円礫4個で構築され、各隅に安山岩亜角礫が充

填されていた。長さ45cm、深さ10cmほどの炉内には多

量の土器片が集中的に廃棄されていた。

検出遺物には中期後葉土器、石鉄・打製石斧・多孔

石・剥片がある。1－3・5は炉内に一括廃棄されて

いた土器群である。1は隆帯状の目線区画など前段階

の要素もあるが、目線部文様帯に胴部文様帯が入り込

み、蕨手状洗練がみられるなど、概ね加曽利EⅢ式と

してよいであろう。目線部文様帯が洗練で楕円に区画

された5も同時期としたい。これらに「佐久系土器」

の2・3が供伴する。4ほ覆土中検出の加曽利EⅢ式

である。炉内の廃棄土器から本住居址の時期は縄文時

代中期後菓4段階（加曽利EⅢ式）と考えられる。
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1屑黒褐色土（10YR2／2）
炭化物片リ」、礫・黄褐色土ブロックを多く含む。

2層黒褐色士（10YR3／2）
礫・砂を多く含む。

3眉黒褐色土（10YR2／2）
焼土・炭化物を多く含む。

4層黒褐色土（10YR3／2）
砂を多く含む。
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第7園J2号住居址とその土器（1）
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第8図　J2号住居址とその土器（2）
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写真20J2号住居址覆土に廃棄された土器（東から）

写真22J2号住居址の炉（西から）

一15

写真26J4号住居址（北から）
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坦　　N O　　　　　上三
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0　竿㌘こ8吉331m2．m

1屑県褐色土（10YR2／2）炭化物片・襖を多く含む。
2層黒褐色土（10YR2／2）炭化物を多虫に含む。
3屑黒褐色土（10YR3／2）礫・砂を多く含む。
4層黒褐色土（10YR2／2）灰を多く含む。焼土粒を含む。
5層暗褐色土（10YR3／3）小礫を含む。

〝
〝
〟
〝
月
払

第11園　J5号住居址とその土器
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写真30J4号住居址の理髪（西から）

写真34J5号住居址（東から）

写真29J4号住居址の立石と石組（北から）

写真31J4号住居址の炉B（北から）

写真33J5号住居址の炉と廃棄土器（南から）
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写真35J5号住居址の炉（南から）



（4）」7号住居址（第12図）

調査区中央部のC16・17グリッドで検出された。東

側は調査区外であり、南壁はJ6号住居址に切られる。

南北長は490cm程と思われる。確認できた壁高は12cm

である。柱穴と考えられる3箇所のピットが検出され

た。Plが40×40×24cm、P2が36×36×28cm、P3

が36×32×24cmを測る。P2・3の底部には扁平な円

礫が存在していた。

炉は、中央北よりに位置する石囲炉である。扁平な

安山岩円礫4個で構築され、北側の両隅には安山岩亜

角礫が充填されていた。炉内は64×55×15cm程の規模

で3の大形土器片が廃棄されていた。

検出遺物には中期後菓土器、打製石斧・剥片がある。

1・2は南側の入り口部と想定される位置に胴下半

部を欠き逆位に併設されていた埋婆である。1は加曽

利EⅡ式中段階あるいは曽利Ⅲ式と思われる。2の目

線の区画は唐草文系土器の影響と捉えておきたい。3

は唐草文系のⅡ～Ⅲ期であろう。これらから本住居址

の時期は縄文時代中期後菓2段階（加曽利EⅡ式中段

階）と考えられる。

（5）」8号住居址（第13図）

調査区南部のB25グリッドで検出された。東側は調

査区外で北壁はJ9号住居址に切られる。南北長390

cm程が推定される。確認された壁高は12cm程である。

床面には僅かであるが黄褐色ロームの貼床が存在して

いた。ピットはPl～P6の6箇所を検出した。56×

52×16cmを測る南壁脇のP6は埋嚢関連であろうか。

炉は、中央北よりに位置する石囲炉である。溶結凝

灰岩板石が用いられていたが、北側の炉石は抜かれ、

東・南の破壊された上部と共に炉上部に廃棄されてい

た。また、南側には板石3枚の敷石部が存在していた。

炉内には胴下半部を欠く2の小型土器が正位に埋設さ

れ、その上部には1に復元された土器片が敷き詰めら

れていた。なお、西壁よりに安山岩亜角礫・円礫礫か

らなる石組が存在していたが、黄褐色ロームを用いた

貼床下位の構築と考えられ、出土した土器から住居以

前の遺構と判断される。

検出遺物には中期後葉土器、石鉄・打製石斧・削器

剥片がある。炉体土器である2は曽利Ⅲ式。それを蓋

する1は縄文地文であるが器形は唐草文Ⅲ期の樽型土

器に近いと言えようか。石組の3は器形や貼付けた隆

帯から加曽利EI式と思われる。炉内の土器から本住

居址の時期は縄文時代中期後葉2段階（加曽利EⅡ式

中段階）と考えられる。

（6）」9号住居址（第14図）

調査区中央部のB24グリッドで検出された。東側は

調査区外で、北壁は調査時に破壊した。D15・67号土

坑が切る。推定南北長は480cm程であり、確認できた

壁高は16cm程である。ピットはPl～P5の5箇所を

検出した。

炉は、中央北よりに位置する石囲炉である。扁平な

安山岩円礫2個、溶結凝灰岩1個が残存し、東側の炉

石が抜かれる。また炉内の焼土が掻き出されていた。

検出遺物には中期後菓土器、打製石斧・削器・剥片

がある。1は南側の入り口部と想定される位置に胴下

半部を欠き正位に埋設された埋嚢で、加曽利EⅡ式で

も新しい段階のものであろう。2・3は床面検出で、

2は曽利Ⅲ式。3は無節の縄文が施されている。埋嚢

から本住居址の時期は縄文時代中期後葉3段階（加曽

利EⅡ式新段階）と考えられる。

（7）」10号住居址（第15図）

調査区北部のE14グリッドで検出された。壁は確認

できなかったが黄褐色ロームで構築された床面が検出

された。488×464cm、16．9前程の規模を有する。ピッ

トはPl～P5を検出した。

炉は、中央北より位置する石囲炉である。溶結凝灰

岩板石で構築されていたが、破壊され、その炉石が上

部に廃棄されていた。

検出遺物には中期後業土器、石皿・打製石斧・剥片

がある。1は南側の入り口想定部に胴下半を欠き正位

に埋設されていた埋嚢である。胴部は縄文地文で、沈

線による交差点状区画に似た文様が措かれている。こ

れはJ2号住居址2の埋設土器胴部に施されたモチー

フと同じである。加曽利EⅡ式中段階であろう。2は

北側の床面に据えられていた石皿である。埋嚢から本

住居址の時期は縄文時代中期後菓2段階（加曽利EⅡ

式中段階）と考えられる。
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（1ニ80）
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1層黒褐色土（10YR3／2）小磯・黄褐色土ブロックを含む。
2屑黒褐色土（10YR3／2）小礫を多く含む。
3層黒褐色土（10YR2／2）焼土・炭化物を多く含む。
4層暗褐色土（10YR3／3）小磯・黄褐色土粒を多く含む。
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第12園J7号住居址とその土器
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標高　704m
（1こ80）

1層黒褐色土（10YR3／2）小磯・黄褐色士粒を多くを含む。
2層暗褐色士（10YR3／3）小礫・砂を多く含む。
3層黒褐色土（10YR2／2）焼士・炭化物を多く含む。
4層暗褐色土（10YR3／3）小磯・黄褐色土粒を多く含む。
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1層暗褐色土（10YR3／3）砂を多量に含む。小磯を多く含む。
2眉暗褐色土（10YR3／3）小礫・黄褐色土粒を多く含む。

第13図J8号住居址とその土器
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写真36J7号住居址（西から）

写真38J7号住居址の埋要（西から）

写真42J8号住居址の炉とその土器（北から）
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写真39J8号住居址内の石組（北から）

写真41J8号住居址の炉とその上部土器（北から）
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1眉黒褐色土（10YR3／2）小磯・黄褐色土粒を多くを含む。
2屑暗褐色土（10YR3／3）小磯・砂を多く含む。
3眉暗褐色士（10YR3／3）小磯・黄褐色土粒を多く含む。
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第14図J9号住居址とその土器
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1屑黒褐色士（10YR3／2）小磯・黄褐色土粒を多くを含む。
2層黒褐色土（10YR2／2）小磯・砂を多く含む。
3層黒褐色士（10YR2／2）炭化物を多量に含む。
4屑灰層
5屑暗褐色土（10YR3／3）小礫・黄褐色土粒を多く含む。
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第15図J10号住居址とその土器と石皿
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写真44J9号住居址（西から）

写真48Jl0号住居址の石皿（南から）

写真50J10号住居址の炉（北から）

写真45J9号住居址の炉（東から）

写真47Jl0号住居址（南から）

写真49J10号住居姓の理髪（束から）

写真51J11号住居址覆土中廃棄土器（北東から）
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（8）」仕号住居址（第16図）

調査区北部のE15グリッドで検出された。JlO号住

居址の埋婆が炉・P6、D19号土坑がP3を破壊する。

南北長416cm、東西長396cm、床面積12．2I肩程の規模を

有する。確認できた壁高は20cmである。ピットはPl

～P6を検出した。

炉は、北壁よりに構築され、石囲炉と推定されるが

破壊され炉石は存在しなかった。

検出遺物には中期後菓土器、炉内に廃棄されていた

6の石皿片、石鉄・石錐・打製石斧・剥片がある。本

住居址では床面には遺物が残されず、覆土上層に土器

・石器群、礫が一括廃棄されていた。2－4は目線部

が無文、胴部が綾杉文地文で、特に2と4は胎土も同

様である。1は縄文地文であるが、腕骨文を思わせる

文様が胴部にある。また、1と4の目線は溝状に近く

形成されている。いずれも唐草文Ⅱ期の土器としたい。

5は口綾部に張付隆帯を持ち、洗練によって頚部と胴

部の文様帯が区画されている。加曽利EⅡ式の古い段

階と思われる。これらから本住居址の時期は縄文時代

中期後葉1段階（加曽利EⅡ式古段階）と考えられる。

（9）」12号住居址（第17図上）

調査区北部のE9elOグリッドで検出された。壁は

確認できなかったが、破壊された炉・柱穴と考えられ

るピット・埋嚢が検出された。ピットはPl～P7の

7箇所で、Plが36×36×24cm、P2が28×28×24cm、

P3が36×36×16cm、P4が44×44×32cm、P5が32

×32×16cm、P6が40×40×32cm、P7が28×28×28

cmを測る。

検出遺物には中期後菓土器、打製石斧・磨石・剥片

がある。1は南側の入り口想定部に胴下半部を欠き逆

位に埋設されていた埋聾である。綾杉文地文で曽利Ⅲ

式または唐草文Ⅲ期と考えられる。この埋嚢から本住

居址の時期は縄文時代中期後菓2段階（加曽利EⅡ式

中段階）もしくは後葉3段階（加曽利EⅡ新段階）と

考えられる。

（10）」13号住居址（第17図下）

調査区北部のF14・15グリッドで検出された。西側

は調査区外であり、東壁部はJl1号住居址に切られる。

南北長は516cm程を測る。確認できた壁高は12cmであ

る。ピットの検出は36×28×56cmのPlのみであり、

炉は検出されていない。

検出された遺物には中期中葉土器、剥片がある。1

は南側の入り口部と想定される位置に正位に埋設され

た埋婆である。焼町土器古段階（新巻類型）であり、

本調査地点では最古の縄文土器である。本住居址の時

期は縄文時代中期中葉である。

（11）」14号住居址（第18弓9図）

調査区中央部のE20グリッドで検出された。西側は

調査区外であり、北東隅壁部はH3号住居址に切られ

ている。南北長は420cm程を測る。確認できた壁高は

48cmである。ピットはPl～P6を検出した。

炉は、中央西よりに位置する石囲炉である。扁平な

安山岩円礫4個で構築されたと推定される。焼土は炉

前方に掻き出されていた。

検出遺物には中期後菓土器、石皿・打製石斧e削器

敲石・凹石・磨石・多孔石・剥片がある。1・7は床

面に廃棄された加曽利EⅢ式で、1は片耳のジョッキ

型土器である。3ほ床面に廃棄された土器片と覆土中

に集中部を形成していた土器片が接合した加曽利EⅢ

式で、胴部に逆U字状の区画を持ち無節の縄文が充填

されている。2・485は覆土1層に8の石皿片、打

製石斧48点、剥片261点等の石器群と共に…一括廃棄さ

れたもので、写真58に見るように複数個体の土器片を

埋婆状に配したものである。4は加曽利EⅢ式、5は

それに伴う両耳の鉢型土器である。2ほ唐草文系土器

あるいは曽利式系であろうか。6も胴部に幅の広い

無文部をもつ加曽利EⅢ式と思われる。これらから本

住居址の時期は縄文時代中期後菓4段階（加曽利EⅢ

式）と考えられる。なお、住居址外南側には9の大形

石皿が据えられていた。

（12）」15号住居址（第20－22図）

調査区南部のC・D27グリッドで検出された。J

17弓8号住居址を切り、H2号住居址に切られる。南

北長644cm、東西長572cm、床面積26．8I肩の規模を有す

る。壁残高は44cm。ピットは8箇所で検出され壁際を

巡るPl～4・6～8は柱穴と考えられる。
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1眉黒褐色土（10YR3／2）小磯を多量に含む。炭化物を多く含む。
2層黒褐色土（10YR3／2）小礫・砂を多く含む。
3層黒褐色土（10YR2／2）焼土・炭化物・灰を含む。

5震1㌢6
器高く13　0＞

第16園Jl1号住居址とその土器と石皿
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⑥　血　　却⑤芸　　叫

旦◎ヱ

宣◎三

旦◎ニ

旦◎芸　⊥◎ご

◎
∠＼

G　旦EE　邑　且⊥　⊥

；危薯；≒1号：戸ぢ五　二妄て孝

拉　　　上，　坦　　　旦　旦　　　旦

先夜　ラニ：這　亭主孝

標高　703m

（1こ80）

1層黒褐色土（10YR3／2）小礫を多くを含む。
2層黒褐色士（10YR2／2）壌土を多く含む。
3層黒褐色土（10YR3／2）焼土を多量に含む。
4層暗褐色士（10YR3／3）小磯・黄褐色土粒を多く含む。

毒物旦
1層黒褐色土（10YR3／2）小礫を多くを含む。
2層黒褐色土（10YR3／2）小磯・砂を多く含む。

2m

J12号住居址

叫　　　　　　　　叫

叫　　　　　　　　＜i

ノー　　二

◎1
くi　　　　＜l

1口径（273）
底径　　一
器高く16．9＞

J13号住居址

』＝皇室エゴcm

第17図J12号住居址とその土器（上）・J13号住居址とその土器（下）
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0　（1こ80）　2．m

標高　703，8m（A～F）
703．5m（G～N）

1層黒褐色土（10YR2／2）榛・炭化物を多量に含む。
2層暗褐色土（10YR3／3）礫・砂を多く含む。黄褐色土粒を含む。
3層黒褐色土（10YR3／2）炭化物・焼土を多量に含む。
4層暗褐色土（10YR3／3）黄褐色土粒を多く含む。

2呈琵聖2）
器高く22．1＞

、勒冨言。，
第18囲J14号住居址とその土器
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第19図J14号住居址の土器と石皿
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写真52J11号住居址（北から）

写真56J13号住居址（東から）

写真58J14号住居址の覆土中廃棄土器（南から）

写真53Jl1号住居址の炉（南から）

写真57J13号住居址の埋賓（東から）

32－



炉は、中央北よりに位置する石囲炉。安山岩扁平円

礫4個で構築されたと考えられるが、束・南側の2個

が残存で、北・西側の炉石は抜かれていた。

検出遣物には中期後葉土器、石錐・楔形石器・打製

石斧・削器。凹石・磨石・石核・剥片がある。1は南

側入り口想定部に胴部を正位埋設した埋婆である。隆

帯区画内を沈線で充填している。床面検出の2は連弧

状に区画された目線部文様帯をもつバケツ型の土器で、

胴部に大きく蛇行する洗練が垂下する。どちらも概ね

曽利Ⅲ式の時期と捉えたい。3～13は覆土1層に集中

的に廃棄された土器群である。加曽利EⅡ式末からⅢ

式の土器（5・9・11・12）と「佐久系土器」（3・

4・6・7）などからなる。3は胴部を刻みのある隆

帯で区画しており、今回の調査で検出された「佐久系

土器」では唯一の例となる。10は東北地方の大木9a

～9b式にみられるモチーフを取り入れている。13は

唐草文系と「佐久系土器」の要素がみられる。本住居

址の時期は縄文時代中期後菓3段階（加曽利EⅡ式新

段階）と思われる。

（13）」16号住居址（第23図）

調査区南部のB27グリッドで検出された。東側は調

査区外であり、南北長460cm程の規模を有する。床面

には黄褐色ロームが貼られ炉周辺では10cm程の厚さを

有した。なお、床面は炉を中心に沈下していた。壁高

は36cmである。ピットはPl～4が検出された。

炉は、中央北よりに位置する石囲炉である。安山岩

扁平円礫4個の構築と考えられるが、北・東側の炉石

は調査区外である。炉内には2の小型土器胴部が据え

られ、1に復元された大形土器片がそれを蓋するよう

に敷かれていた。

検出遺物には中期後菓土器、石鉄・石錐・打製石

斧・削器・磨製石斧・凹石・磨石・多孔石・剥片があ

る。炉体土器の2は曽利Ⅲ～Ⅳ式。それを差した1は

「佐久系土器」の目線部を有するが、胴部を充填する

綾杉状沈線は他より細く、曽利式系に近い。3～6ほ

覆土1層e2層に廃棄された土器群で、304・6ほ

唐草文Ⅲ期の土器。5は大木式の影響下で生じた群馬

県地域に多い胴部隆帯文土器と考えられる。これらか

ら本住居址の時期は縄文時代中期後葉3段階（加曽利

EⅡ式新段階）と考えられる。

（14）」17号住居址（第24図1

調査区南部のB26グリッドで検出された。J8号・

16号住居址に切られる。推定南北長は560cm程である。

壁残高は32cm。住居中央部床面（点線範囲）には黄褐

色ロームが貼られていた。なお、本住居址の床面も沈

下していた。ピットはPl～3が検出された。

炉は、中央北よりに位置する石囲炉。安山岩礫バ容

結凝灰岩板石複数で構築される。炉石北側焼土面には

胴下半部を欠く土器が正位埋設されていた。

検出遺物には中期後菓土器、床面に廃棄されていた

2の石皿片、石鉄・楔形石器弓丁製石斧・削器・凹石

磨石・剥片がある。埋設土器の1は、より中信地方的

な唐草文Ⅱ期の土器。覆土中に廃棄されていた3は加

曽利EⅡ式の新段階からⅢ式初めと考えられる。4は

覆土から検出されたミニチュア土器。炉埋設土器から

本住居址の時期は縄文時代中期後菓1段階（加曽利E

Ⅱ式段階古段階）かやや遡った時期と考えられる。

（15）J18号住居址（第25図）

調査区南部のD26グリッドで検出された。Jl・

15・H1号住居址、D66・68・71号土坑に切られる。

黄褐色ロームの貼り床範囲とピット2箇所の確認であ

る。Plが40×40×32cm、P2が40×40×24cmを測る。

住居址の遺物は特定できなかった。

3　屋外炉と配石遺構

（1）屋外炉（第26図）

調査区中央のD17グリッドで炉1、D20グリッドで

炉2が検出された。炉1は安山岩円礫複数で構築され

た楕円形を呈する石囲炉である。炉2も炉石が抜かれ

ているが炉1と同一形態と考えられよう。共に時期を

特定できる遺物は確認できなかった。

（2）配石遺構（第27図）

調査区北部のF15・16グリッドで検出された。大半

が調査区外と想定され全容が知り得ないが、安山岩扁

平礫の配石の一部が確認された。
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旦　　　　旦

あ．髪

旦　　　　旦

勿劫
標高　704m

（1ニ80）

1層黒褐色土（10YR3／2）礫を多量に含む。
2層褐色±（10YR4／4）砂を多量に含む。確を含む。
3層暗褐色士（10YR3／3）礫を多く含む。
4層褐色士（10YR4／4）黄褐色±粒を多く含む。
5層暗褐色士（10YR3／3）黄褐色土粒を含む。
6層黒褐色土（10YR2／2）炭化物を多量に含む。
7層暗褐色土（10YR3／3）焼土ブロックを多量に含む。
8眉暗褐色土（10YR3／3）黄褐色土粒を多く含む。

2m

L＿＿（丁こ1），」短

第20図J15号住居址とその土器

－34　－



ー35－



10呈霊（1㌢0）
器高　く7．8＞

＜12　8＞

第22図J15号住居址の土器（2）
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④

旦　　　旦　上　　　巳　旦

奴　廟努　姦該
標高　7041m

（1こ80）

1m

謂
謂
謂
諸
．
＼

2m

暗褐色土（10YR3／3）礫を多量に含む。
褐色土（10YR4／4）黄褐色土粒を多く含む。
暗褐色士（10YR3／3）小磯を多く含む。
黒褐色土
暗褐色土
暗褐色士
黒褐色土

褐色土
暗褐色土

（10YR3／2）

（10YR3／4）

（ユOYI！3／3）

（10YR3／2）

（10YR4／4）

（10YI13／3）

炭化物・焼土粒を多最に含む。
黄褐色土ブロックを多く含む。
焼土粒を多く含む。
炭化物・灰を多量に含む。
焼士を多量に含む。
黄褐色土粒を多く含む。

第23図J16号住居址とその土器
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写真64J15号住居址の炉（北から）

写真61J15号住居址の廃棄土器（東から）

写真63J15号住居址（南から）

写真65J15号住居址の埋聾（東から）

㌢　∵∵∵∴：－二言■圭■浄書
写真67J16号住居址（西から）
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1層暗褐色土（10YR3／3）小康を多量に含む。
2層暗褐色土（10YR3／3）小礫・黄褐色土粒を多く含む。
3層黒褐色土（10YR2／2）炭化物・焼土粒を多く含む。
4層暗褐色土（10YR3／3）砂・小磯を多量に含む。

第24図J17号住居址とその土器と石皿

ー39－

LT⊥「4己Pcm

2

長　159
桔　197
厚　　66
重　2331

安山岩



＜l Ul　　　　　　　＜1

D

l
l
、

、
〕

標高　703．9m
（1ニ80）

第25回J18号住居址

1層黒褐色土（10YR2／2）炭化物を多丑に含む。
2層黒褐色土（10YR3／2）焼土・炭化物を含む。
3層黒褐色土（10YR2／2）黄褐色土ブロックを多多く含む。

‾　、、－

A

⊂⊃　ロ　　C＝二つ⊂二つ　⊂＝コC⊃Cコ

標高　703．4m
（1ニ80）

第27図　配石遺構

C
、

‥一．1“‥、‥、、・ハ・lJ、l、、、・、へ‥「‥ヾ
l“l一汁

炉1

長軸長114cIn
短軸長　90cm
深さ　　14Cロ

標高　703．4m

第26図　屋外炉

2m

2m

1屑黒褐色土（10YR2／2）
小磯を含む。

2層黒褐色土（10YR3／2）
黄褐色土粒を多く含む。礫を含む。

旦

2　　　　　炉2

長軸長124cIn
短軸長　96cm
深さ　　16cIn
標高　703．5m

1層黒褐色土（10YR3／2）炭化物・焼土を多く含む。
2層暗褐色土（10Y只3／3）小磯をを含む。

写真68　配石遺構
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写真71J17号住居址（西から）

写真73J17号住居址の埋設土器（西から）

写真75　屋外炉1（東から）

写真74J18号住居址（北から）

－41－

写真76　屋外炉2（東から）



範　士坑とその土器

大奈良遺跡の今回の調査区では73基の土坑が検出さ

れている。そのうち調査区中央D17・C18グリッドで

検出された隅丸長方形を呈するD53・60号土坑（第31

図）の2基は人為埋土で、その掘り込みがⅢ層を切る

ことから縄文時代の遺構から除外され、71基が該期の

遺構である。

分布状態はJ14号住居址が存在する地点を中央広場

と仮称すれば、住居址群より内側に展開し中央広場を

弧状に囲む分布と捉えることが可能である。さらに大

別すればC20グリッド以北の北群とC・D21グリッド

以南の南群に区分される。

形状は長幅比が1の円形、1．5以上の長楕円形、そ

の間にある楕円形に分類できる。円形が7基、楕円形

が56基、長楕円形が8基である。規模は長軸長が100

cmを越えるものが26基、50cm以上が44基、42cmが1基

である。深さは大半が10－30cmである。以下、特徴的

な土坑を個別に記載する。

D1号土坑（第28図）　北群、C14グリッド検出。

100×82×24cm、楕円形。大形打製石斧（第43図1）

を中心に4点の打製石斧が納められていた。

D7号土坑（第28図）　北群、E16グリッド検出。

124×74×18cm、長楕円形、長軸方位N－88度－E。東

壁よりに立石状の角礫を伴う。

D9号土坑（第29図）　北群、D15グリッド検出。

62×52×10cm、楕円形。石皿片（第64図3）が南壁に

立てられていた。

D16号土坑（第29図）　北群、F13グリッド検出。

100×84×16cm、楕円形。石皿（第63図1）、多孔石

（第65図11）、凹石（第61図8ほか）2点、大形扁平

安山岩礫2点等の礫が集積されていた。

D23号土坑（第28図）　北群、D15グリッド検出。

120×80×22cm、長楕円形、長軸方位N－68度－E。底

面に大形石皿（第64図4）が据えられていた。

D62号土坑（第29図）　北群、D18グリッド検出。

116×96×64cm、楕円形。すり鉢状を呈する最も深い

土坑で、その覆土上部から石皿（第64図2）、多孔石

1点、磨石2点が検出されている。

D63号土坑（第34図）　北群、C20グリッド検出。

63×59×18cm、楕円形。探鉢底部が埋設されていた。

ゆるく波打った低い隆帯が付加されている。加曽利E

Ⅳ式と理解したい。

D29842号土坑（第33図下）　南群、D23グリッド

検出。D29号土坑の底面に敷かれた大形土器片とD42

号土坑底面で検出された底部が接合し、第33図1＋2

（加曽利EⅢ式）に復元された。なお、D42号土坑で

はその底部の傍らに大形打製石斧（第44図9）が添え

られていた。

D47号土坑（第34図下）　南群、D21グリッド検

出。94×84×30cm、楕円形。加曽利EⅢ式大型土器が

破片の状態で正位に埋設されていた（第Ⅴ章　埋棄内

容物分析参照）。

D66号土坑（第32図上）　南群、D25・26グリッ

ド検出。266×216×44cm、楕円形、長軸方位N－78度－

W。調査地点最大規模の土坑で多量の獣骨（第Ⅴ章参

照）が覆土から検出されている。1・2は底部に廃棄

されていた土器片である。1は綾杉文の地文と腕骨文

に近い文様がみられ、唐草文Ⅱ期と言えよう。2は隆

帯による渦巻文様が弧状に連結した加曽利EⅡ式古段

階の土器と思われる。

D69号土坑（第33図上）　南群、D25グリッド検

出。96×82×24cm、楕円形。口綾部文様帯の区画が崩

れている点から、加曽利EⅢ式と捉えられる土器が正

位に埋設されていた。

D70号土坑（第35図左下）　南群、E22グリッド検

出。53×50×11cm、楕円形。東側上面にに安山岩礫が

弧状に配され、中央に中期中葉末（櫛形文の変形）の

小型土器が埋設されていた。

D72号土坑（第35図右下）　南群、C24グリッド検

出。焼土が存在し胴下半部を欠く加曽利Ⅱ式の土器が

正位に埋設されていた。目線部文様帯や器形はJ10号

住居址埋嚢に近い。

D73号土坑（第32図下）　南群、E24グリッド検

出。90×70×18cm、楕円形。安山岩礫を周囲に配し、

その中央に多くの低い隆帯が垂下する加曽利EⅣ式の

胴下半部大形破片を敷く。炉の可能性もあるが焼土は

確認されていない。
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旦

翫玩岳姦云房
1屑黒褐色土（10YR3／2）

小礫を多く含む。

D8　長軸長168cm
短軸長118cm
深さ　　14cm
標高　703，2m

：轡
窯如；誠で

1層黒褐色土（10YR3／2）
小磯・砂を多量に含む。

D12　長軸長112cm
短軸長　90cm
深さ　　16cIn
標高　703．2m

轡三
iIIIT：二一二て千丁：・I二二：

1層黒褐色土（10YR3／2）
小磯を多量に含む。

D3　長軸長　90cm
短軸長　76cm

深さ　18cKl
標高703．1m

二r
A　　　　　　　旦

姦姦超
1層黒褐色土（10YR3／2）

小礫・砂を多量に含む。

D19　長軸長　80cm
短軸長　72cIコ
深さ　　30cIn
標高703．1m

生協旦
A

二三二てて「。て「吾て
1層黒褐色土（10YR3／2）

小礫を多く含む。

D7　長軸長124。。

短軸長　74cIn
深さ　　18Cココ
長軸方位N一庸一E
標高　7034m

轡

1屑黒褐色土（10YR2／2）
炭化物り」、礫を含む。
2屑黒褐色土（10YR3／2）
炭化物・黄褐色士ブロックを含む。

Dl長軸長100cm
短軸長82cm
深さ24cm
標高7031m

野三

‾：‡三千二三二rT二子｝

1層黒褐色土（10YR3／2）
礫を極めて多量に含む。

Dll長軸長90cm
短軸長90cm
深さ50cm
標高703．3m

‾毎元．二
1層黒褐色土（10YR3／2）

小破を多量に含む。

D23　長軸長120。m
短軸長　80Cココ
深さ　　　22cm
長軸方位肺腺E
標高　7031m

∴
を享一・㌢iI子
1層黒褐色土（10YR3／2）

礫・砂を多畳に含む。

D55　長軸長　94cm
短軸長　86cIn
深さ　　30cIn

標高703．4m

：’、萱1：

あ姦‾
1層黒褐色土（10YR3／2）

小礫を多く含む。
2屑黒褐色土（10YR2／2）

′ト礫・黄褐色士粒を含む。

D5　長軸長　82cm
短軸長　76cm
深さ　　28cm
標高703．4m

・、‾l∴二二二：l
旦　　　旦

亨三号三珂i芳
1層黒褐色士（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D54　長軸長　80C。
短軸長　80cm
深さ　　20cm
標高703．4m

扇田
1屑黒褐色土（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D57　長軸長　80。。
短軸長　68cm
深さ　　16cm
標高7034m

第28国　土坑（1）
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‾千三㌻㌍TIiI千一‾
1層黒褐色土（10YR3／2）

小礫・砂を多量に含む。

D14　長軸長　76cm
短軸長　66cm
深さ　　28cm
標高703．2m

撃：
発て放芽‾
1層黒褐色土（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D56　長軸長120cm
短軸長　96cm
深さ　　16cm
標高　7034m

二＿
物威

1層黒褐色土（10YR3／芦）
礫・砂を多量に含む。

D61長軸長　94。n
短軸長　74cIn
深さ　10cm
標高703．4m

A　　　　　　　旦

癒姦瘍
1層黒褐色土（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D58　長軸長　82cm

短軸長　62cm
深さ　　16cm

標高703．4m

ぎ◎三
票・…、元て第
1眉　暗褐色土（10YR3／3）

小磯を多量に含む。

D2　長軸長　74cm
短軸長　62cIn
深さ　　14cm
標高7031m



：迄三三鞍
あ玩瘍
1層暗褐色土（10YR3／3）

小磯を多く含む。

D65　長軸長　74cm
短軸長　50cm
深さ　16cul
標高703．4m

′・二：A

勾妄：亨・責

誓言手
1層暗褐色土（ユOYR3／3）

小康を多量に含む。

D22　長軸長　70cm
短軸長　52ctn
深さ　　32cm

標高703．1m

票◎旦

開国
1屑黒褐色土（10YR3／2）1屑「黒褐色土（10YR3／2）

礫を多量に含む。　　　小磯・黄褐色士ブロックを含む。

D20　長軸長　64cm D9　長軸長　62。n
短軸長　42cm
深さ　14cul
標高703．1m

二一l：A

亨享子㌶差
1層黒褐色土（10YR3／2）

小礫を多く含む。
2層黒褐色土（10YR2／2）

小磯・黄褐色土粒を含む。

D4　長軸長　56cm

短軸長　48cIn
深さ　　26cm
標高703．3m

短軸長　52cm
深さ　10cm
標高703．3m

㊨一

旦③旦

『牟＝

1屑黒褐色土（10YR3／2）
礫を多量に含む。

D21　長軸長　42cm

短軸長　42cm
深さ　　10cm
標高703．2m

∵　‾㍉
為ア戎

1層黒褐色土（10YR3／2）
礫・砂を多量に含む。

D59　長軸長　68cm

短軸長　60cm
深さ　　26cm
標高703．5m

翫頁ま．芋
1層黒褐色士（10YR3／2）

小礫・砂を多量に含む。

DlO　長軸長　68cm
短軸長　62cIn
深さ　　10cIコ
標高7031m

二二：A　1

2・．′．壷、、′朔
1層黒褐色士（10YR3／2）

小礫を多量に含む。

D17　長軸長　66cm
短軸長　50cm
深さ　10cm
標高7032m

欒黒◎旦B欒：
竿、；才子T…三千　子平～『

1層黒褐色土（10YR3／2）
小礫を多く含む。

D6　長軸長　60cm
短軸長　48cm
深さ　　18cm

標高703．4m

第29図　土坑（2）

1層黒褐色土（10YR3／2）
礫を極めて多量に含む。

D13　長軸長　60cm
短軸長　60cm
深さ　　28cm
標高7033m

1層黒褐色土（10YR3／2）
礫を多量に含む。

2層暗褐色土（10YR3／3）
礫・砂を多量に含む。

D62　長軸長116cm
短軸長　96cm
深さ　　　64cm
標高　703．5m

須姦覇
1層黒褐色土（10YR3／2）

小康を多量に含む。

D18　長軸長　56cm
短軸長　56cm
深さ　16cm

標高703．3m

：◎：
‾脅；草哀ラ三三莞

1層黒褐色土（10YR3／2）
黄褐色±粒を含む。

D16　長軸長100cm

短軸長　84cm
深さ　　16cm
標高　703．1m
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＿：l二二‾l

瘍表表表戎
1層黒褐色土（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D36　長軸長164cm
短軸長　92cm
深さ　　　24cm
標高　703．8m
長軸方位N朝一W

二∴
貫流去iZ－

1層黒褐色土（10YR3／2）
ノJ、礫を多く含む。

2眉暗褐色土（10YR3／3）
小礫・砂を多く含む。

D71長軸長160cm
短軸長118cIu
深さ　　　22cm
標高　703．8m

参て々・～て：；妄戎
1層黒褐色土（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D37　長軸長136cm

短軸長　94cm
深さ　　　36cIn
標高　703．8m

一一二l

‾象該
1層黒褐色土（10yR3／2）

礫を多く含む。

D41長軸長158cm
短軸長106
深さ　　38cu
長軸方位N一融－W
標高703．9m

三竃∋：三篭∋三デ◎三凰
；三茸；痴云王子茨
1層黒褐色土（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D46　長軸長140cm
短軸長　66cm
深さ　　　24cm

長軸方位N一線－E
標高　703，8m

デ◎：
Tiii竜三三三三三≠ニ：妄雰

1層黒褐色土（10YR3／2）
礫・砂を多量に含む。

D48　長軸長122cm
短卓由長　96cm
深さ　　18cm
標高　703，8m

：轡
翫孟遜
1層黒褐色士（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D64　長軸長108。。
短軸長　92cm
深さ　　　36cm
標高　703．9m

参三二；′ウ戎
1層黒褐色±（10YR3／2）

礫を多く含む。

D38　長軸長138。m
短軸長　72cm
潔さ　　　30cm

標高　703．7m
長軸方位N朝一E

＿‾二二∵：

緬方形・方召
1層黒褐色土（10YR3／2）

礫を多く含む。

D15　長軸長120cm

短軸長　70cm
深さ　　12cIn
長軸方位N一刀度－E
標高　702．8m

二三
妄姦彪
1眉暗褐色土（10YR3／3）

礫を多量に含む。砂を含む。

D68　長軸長108。m
短軸長　90cm
深さ　　14cIn
標高　703．8m

二
・・重義・蒜該
1層黒褐色土（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D43　長軸長116cIn

短奉由長　88cm
深さ　　18cIn
長軸方位N一那度－E
標高　703．8m

：‾ニ：
芳岳．．痢
1層黒褐色士（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D34　長軸長102。n
短軸長　84cm
深さ　　18cm
標高　703．9m

第30国　土坑（3）
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1層黒褐色土（10YR3／2）
礫・砂を多量に含む。

D45　長軸長126cm
短軸長116cm
深さ　　　26cIn
標高　703．8m

＠
AB

‾て≡フ‾

l蕩男努，茸須三
1層黒褐色土（10YR3／2）

小磯・黄褐色土粒を多く含む。

D67　長軸長110cm
短軸長　一cm
深さ　　　34cm
標高　703．8m

：＝

瘍姦姦彪
1層黒褐色士（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D49　長軸長102cm
短軸長　76cm
深さ　　18cm
標高　703．8m



：′ニ
ラそ；三．諺
1層黒褐色土（10YR3／2）

小磯を多量に含む。
黄褐色土粒を多く含む。

D32　長軸長　98cm
短軸長　86Cロ
深さ　　22cm
標高703．9m

デ◎：
玩；差：去云第
1層暗褐色土（10YR3／3）

小礫を多量に含む。

D30　長軸長　96cm
短軸長　84cIp
深さ　　24cm

標高703．8m

二l
‾ァT・亘r

l層暗褐色土（10YR3／3）
小礫を多く含む。

黄褐色土ブロックを含む。

D24　長軸長　92。m
短軸長　80cm
深さ　　26cm

標高703．9m

二、二！ニー∴‾二：

義表旦
1層黒褐色土（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D52　長軸長　92cln
短軸長　74cIn
深さ　　38cm
標高703．6m

二′こ＝

屍固
1層黒褐色土（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D35　長軸長　76cm
短軸長　46cIn
深さ　　30cm
標高703．8m
長軸方位N－1腺－E

A淘三A

1届黒褐色士（10YR3／2）
礫を多く含む。

D39　長軸長　60cm

短軸長　60cIn
深さ　　34cm

標高703．9m

A B

ぎ◎三
戸妻子ラー面てニ；テラ

1層黒褐色土（10YR3／2）

礫を多く含む。焼土粒を含む。

D27　長軸長　92。m
短軸長　74cIE
深さ　10cm
程高703，7m

生　　　　　　B A　　　　　　旦

手前　磁三三
1層黒褐色土（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D50　長軸長　88仙
短軸長　88cm
深さ　18cIn

標高703．9m

：、二三
‾ぁ貢
1層黒褐色土（10YR3／2）

小礫を多量に含む。

D31長軸長　74cm
短軸長　48cm
深さ　18cm
標高7038m
長軸方位臣5度－E

A亀三A

1層黒褐色土（10YR3／2）
礫・砂を多量に含む。

D44　長軸長　86cm
短軸長　64cm
深さ　　24cm
標高703．8m

∴
あ去遜

1層黒褐色土（10YR3／2）

礫を多く含む。

D40　長軸長　74cm

短軸長　60cm
深さ　　26cm
標高703．8m

灸搾・テ戎
1層黒褐色士（10YR3／2）

礫・砂を多量に含む。

D51　長軸長　84cm
短軸長　68cm
深さ　18cm
標高703，9m

二二
A　　　旦

iii；：；差1．．。誉
1層黒褐色士（10YR3／2）

礫を多く含む。

D25　長軸長　64cm
短軸長　58cIn
深さ　　24cm
標高703，7m

二二二

欒／2）1層禦2，A監孟亥
黄褐色土粒を含む。

D33　長軸長　58cm
短軸長　54cm
深さ　　32cm

標高703．8m

1層褐色±（10YR4／4）
礫を含む。
黄褐色土ブロックを多量に含む。

D60　長軸長152cIn
短軸長　88cIn
深さ　　　44cm
長軸方位N－7帥
標高　703．4m

第31国　土坑（4）

ー46　－

：、1・二二l：

升痴ノ．
1層黒褐色土（10YR3／2）

小磯を多く含む。

D28　長軸長　82cIn
短軸長　54cm
深さ　18cm

標高703．8m
長軸方位椚賂W

二：
左戎

1層黒褐色土（10YR3／2）
礫を多く含む。

D26　長軸長　60cm
短軸長　56cm
深さ　　30cm

標高703，8m

∵二

を㌻三二二三子～差該
1層褐色士（10YR4／4）

礫を含む。

黄褐色土ブロックを多量に含む。
2屑黒褐色土（10YR3／2）

砂を多く含む。確を含む。

D53　長軸長152cm
短軸長　80cm

深さ　　58cm
長軸方位N－7度－W

標高　703．4m
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第32図　D66・73号土坑とその土器
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（1ニ40）　1m

1層黒褐色土（10YR3／2）

礫を多量に含む。
2層褐色士（10YR4／4）

砂を多く含む。

D69　長軸長　96cm

短軸長　82cm
深さ　　24cm
標高703．8m

＿二l二
‾瘍瘍姦咳

1層黒褐色土（10YR3／2）
小磯を多く含む。

D29　長軸長132cm
短軸長　78cm
深さ　　　8cm
長軸方位N瀾細

：－＼l：

転読；亥

1層黒褐色土（10YR3／2）
礫を多く含む。

D42　長軸長182cm
短軸長124cm
深さ　　　26cm
標高　703．8m

第33図　D69・29・42号土坑とその土器
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＼
D63
1層暗褐色土（10YR3／3）

D63　長軸長　63cm

短軸長　59cm
深さ　　18cm
標高　703．5m

小礫を多く含む。

1層黒褐色土（10YR3／2）
小礫を多く含む。

D47　長軸長　94。。
短軸長　84cIコ
深さ　　30cIn

榛高7036m

第34図　D63・47号土坑とその土器
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二∴7．．．．
（1こ40）

1層黒褐色土（10YR3／2）
小磯を含む。

埋窺1長軸長　59cm
短軸長　53cm
深さ　　24cm
標高　703m

警轡
二言

（1・40） 1m

1層黒褐色土（10YR3／2）
ノj、礫・黄褐色土粒を含む。

埋餐2長軸長　47。。
短軸長　35cm
深さ　　18cm
標高703．3m

1m

1層暗褐色土（10YR3／3）
小擦・黄褐色土粒を多く含む。

D70　長軸長　53cm
短軸長　50cm
深さ　11cm
標高703，8m

＞

4
1

－
．
5
0＜

1

径

径

高

「二　三

A B

（1ニ40）　1m

1層黒褐色土（10YR3／2）
小磯・炭化物を多く含む。

2眉褐色士（10YI14／4）
焼土粒を多く含む。

3層焼土

D72　長軸長　59cm
短軸長　一Cln
深さ　14cm
標高7038m

口径　21．6
底径　　一

器高く14．2＞

0

子．　＿　＿．10C■一一

第35園　埋嚢、D70・72号土坑とその土器
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5　埋藍と包含層の土器

（1）埋窒

埋襲1（第35図上）　E7グリッド検出。明確な掘

り込みは確認できなかったが、胴下半部がⅣ層に正位

の状態で埋め込まれていた。低い隆帯が垂下し、僅か

に地文の縄文が残る。加曽利EⅣ式であろう。

埋嚢2（第35図中）　E12グリッド検出。明確な掘

り込みは確認できなかったが、2箇所の穿孔がある胴

下半部がⅣ層に正位の状態で埋め込まれていた。胴部

無文部の幅が広く、加曽利EⅢ式と言えるだろう。

（2）Ⅲ層の土器（第36図）

Ⅲ層からは基本的に中期後葉の土器群が多量に検

出されている。5は加曽利EⅡ式、10は口緑部を伏せ

た状態で検出された曽利Ⅴ式の完形探鉢（写真87）で

ある。図示のそれ以外は概ね加曽利EⅢ式に分類され

る。器形としては深鉢に6の両耳鉢や9の小形鉢が加

わる。7・8は中期後葉の有礼鍔付土器で、7の表面

には赤色塗彩が残る。

写真85　Ⅲ層の土器検出状況（1）

写真87　Ⅲ層の土器検出状況（3）

（3）lV層の土器（第37・38図）

Ⅳ層では中期中葉の土器群が検出されている。調査

区北部・中央部のⅣ層では3のD7グリッド、12のE

17グリッド等の検出例があるが、出土点数は少なく、

大半は調査区南部（B～F・26～29グリッド）の住

居址群形成以前に存在していた旧河道状地形1を埋め

る堆積層（ⅣC層）に集中廃棄されていた土器群であ

る。

本土器群は、ほぼ井戸尻式期に限定された資料群で

ある。さらに言えば、その大半がその後半に位置する

ものである。また、数少ないそれよりやや古い土器に

はⅦ層上面で検出された6と北部低地部D7dグリッ

ドⅣ1層検出の3がある。また、ⅣC層には5‘に図

示した復元個体を代表とする焼町土器が一定量廃棄さ

れていた。7はⅣC層上部検出の台付土器である。な

お、J16号住居址の7はP3出土であるが、本来はそ

の下層（ⅣC層）に属していたと考えられ、中期中葉

の土器であろう。

写真86　Ⅲ層の土器検出状況（2）

写真88　Ⅳ層の土器検出状況
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第36図　Ⅲ層の土器
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＼ミ◎：二

3　D7d
底径　　9　9
器高く12　0＞

4竃C。18．8）
底径　（9．0）
器高　24．6

第37図　Ⅳ層の土器（1）
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E29a
口径（23　0）
器高く11．3＞

′
相
田

0

抽エゴcm

／

7品bl。．1
器高く11．2＞

第38図　Ⅳ層の土器（2）
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扇表毎l撃l＿由
写真90J2号住居址の土器
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写真91J4号住居址の土器
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写真92J7・8・9・12号住居址の土器
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写真93JlO・11・13・16・17号住居址の土器
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写真94J14・15号住居址の土器
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写真95J15号住居址の土器
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写真96J16号住居址、D29・42号土坑、埋嚢2の土器
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写真97　埋襲1、D66・70・72号土坑の土器
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写真98　D47・63・69・73号土坑の土器
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写真99　Ⅲ・Ⅳ層の土器
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写真100　Ⅳ層の土器
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6　土偶・土版と石製品

（1）土偶・土版（第40図）

中期後葉に位置づけられる土偶5点・土版1点が検出

されている。1はC24bグリッド出土であるが、J9

号住居址の堀方確認調査段階で検出された土偶であり、

その共伴が検討される。胴部破片であるが、乳房の下

に施された沈線による文様や両手の開き具合が坂上型

（通称バンザイ土偶）の特徴をよく表現している。2

はE30aグリッドⅢ層検出の胴部破片、3はC19aグ

リッドⅢ層検出の腎部破片であり、共に縦位の穿孔が

施されていた。2は左右の2箇所が貫通し、中央のも

のが下方から表面中央の突起部分まで穿たれていた。

3は上下各2箇所の穿孔で破片断面部分から左下が20

n
U
n
日
日
日
日
∪

6

1

2

2

O

区
‖
6
－
品

皿最
長
帽
厚
孔
重

mm、他が5－7mmの深さである。4はB28bグリッド

Ⅲ層検出の頭部破片で、首部断面に溝、左耳に穿孔、

頭部に深さ2～10mmの穿孔が9箇所存在する。5はC

9CグリッドⅢ層検出の四本指左足部であろう。6は

沈線で表裏に文様が施された土版で、B26bグリッド

Ⅲ層検出である。

（2）石製晶（第39図）

1はJ2号住居址覆土、2はD8bグリッドⅢ層で

ほぼ同地点に廃棄された砂岩製の垂れ飾りであろう。

3は、やはり近接したC7CグリッドⅢ層で検出され

ている。砂岩製で中央に表裏面から大きめの穿孔が施

されている。

〔＝二二）。8b2

第39図　石製品

4

写真101石製晶と土偶・土版
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第40図　土偶・士版
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7

大奈良遺跡の遺構・包含層（Ⅲ・Ⅳ層）から検出さ

れた石器には、石槍1点、石鉄255点、石錐25点、石

匙3点、楔型石器36点、打製石斧3，498点、削器647点、

磨製石斧16点、敲石6点、凹石113点、磨石174点、石

皿34点、多孔石17点、剥片13，923点、石核32点、合計

18，780点がある。用いられた石材には、黒耀石5，996点、

チャート53点、メノウ2点、珪質頁岩16点、鉄石英3

点、黒色頁岩8，729点、灰色頁岩1，272点、溶結凝灰岩

2，261点、ガラス質黒色安山岩68点、安山岩308点、凝

灰岩2点、緑色凝灰岩8点、蛇紋岩10点、緑色片岩5

点、砂岩45点、花崗閃緑岩1点、レキ岩1点がある。

（1）石槍（第41図48）

B25dグリッドでJ8号住居址床下、Ⅶ層上面に位

置するⅣ層で検出された。縄文時代中期の資料と評価

できよう。長さ70mm、幅22mm、厚さ10mm、重さ14．29

g。黒耀石製。厚型を特徴とする有茎石槍である。

（2）石鉱（第41図1－47）

遺構覆土では、J1号8点、J4号8点、J5号1

点、J8号2点、Jl1号3点、J14号6点、J15号11

点、J16号3点、J17号10点、D37号1点、D72号1

点、炉2（屋外）1点、H1号2点、H3号1点の検

出で、包含層ではⅢ層140点、Ⅳ層（旧河道1）57点

である。石材は黒耀石223点、チャート10点、ガラス

質黒色安山岩8点、黒色頁岩8点、灰色頁岩2点、珪

質頁岩3点、メノウ1点である。

ほぼ完形品と捉えられる資料は85点である。遺構覆

土で黒耀石8点、チャート1点、ガラス質黒色安山岩

1点、黒色頁岩1点、合計11点、Ⅲ層で黒耀石36点、

チャート4点、黒色頁岩5点、灰色頁岩1点、珪質頁

岩2点、合計48点、Ⅳ層で黒耀石21点、ガラス質黒色

安山岩4点、黒色頁岩1点、合計26点が得られている。

その大きさは第41図1の長さ8．5mm・重さ0．09g（黒耀

石）から35の長さ44mm・重さ7．58g（チャート）があ

る。平均長は21．5mm、重さ1gである。形状は平基・

円基・凹基無茎鉄で構成される。凹基が主体で、挟り

が浅いものと深いものがある。Ⅳ層（36－47）の石鉄

石器

では狭長の決りが深い形態が特徴的である。

（3）石錐（第42図1－9）

J4つ1・15号で黒耀石製各1点、J16号で珪質頁

岩製1点、H1号で灰色頁岩製1点、Ⅲ層で黒耀石製

13点・チャート製2点・黒色頁岩製1点、Ⅳ層で黒耀

石製3点・チャート製1点、合計25点が検出された。

形態には1－7のようにつまみ状の頭部が作り出され

たものが黒耀石製に5点、チャート製に3点、黒色頁

岩製に1点、珪質頁岩製に1点がある。また、8・9

のような棒状（欠損品を含む）のものは、黒耀石製14

点、灰色頁岩製1点である。大きさは黒色頁岩製の1

が最長58mmで、完形資料の最小は棒状黒耀石製で長さ

22mm、幅・厚さ4mm、重さ0．46gである。

（の石匙（第42図10－12）

横型石匙が3点検出された。なお、打製石斧調整剥

片等を素材とした大型品は削器として分類した。つま

み部の加工は入念だが刃部加工が明確でない10は、55

×67×13mm、黒色頁岩製でJ3号住居址敷石部の検出。

11は23×46×7mm、黒耀石製でB28dグリッドⅢ層の

検出。12は36×56×10mm、チャート製でJl号数石下

で検出された。

（5）楔形石器（第42図13～17）

黒耀石を素材とする両極石核を含む楔形石器は、J

l号敷石範囲で2点、J15号で1点、J17号で1点、

D66号土坑で1点、Ⅲ層で31点、合計36点・総重量

91．86gが検出された。

（6）石核（第42図18－20）

J2・15号住居址、D66土坑覆土で各1点、Ⅲ層

で17点、Ⅳ層で6点、合計26点（421．29g）の黒耀石

製石核が検出されている。20は作業面長39mmの黒耀石

としては大型の石核である。また、Ⅲ層でチャート

製が2点（354．47g）、ガラス質黒色安山岩製が1点

（491．75g）、黒色頁岩製が2点（1065．48g）、溶結

凝灰岩製が1点（4，040g）検出された。
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く）　　B30d4・77黒色頁岩

◇J16357珪宜頁岩

C〉　　　E29a5・33チヤ‾ト

乙〉　　　　D27a2・81　◇　　J151・67

∠＝⊃　臼8b3・6714

C28bⅣ　518　チャート

＝△。，11．2。

J339．49黒色頁岩10

第42図　石錐・石匙・楔形石器・石核
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（7）打製石斧（第43－54図）

今回の調査地点では3，498点の打製石斧が検出され

た。用いられた石材は溶結凝灰岩1，799点、黒色頁岩

1，212点、灰色頁岩483点、ガラス質黒色安山岩3点、

蛇紋岩1点である。完形品1，022点、欠損品2，476点で

ある。欠損品のあり方は、刃部を欠損するもの394点、

基部を欠損するもの419点、基部端部と刃部端部を欠

損するもの39点、刃部399点、中間部390点、基部824

点、側縁部11点である。欠損品相互の接合資料は24例

の確認に止まる。溶結凝灰岩製13例、黒色頁岩製8例、

灰色頁岩製3例である。接合のあり方は刃部側・中央

部・基部側で2つに折れた資料相互の接合が23例と大

半を占める。残りの1例は黒色頁岩製で側線からの加

撃で基部が剥離された資料である。

検出位置は遺構覆土431点、Ⅲ層2，849点、Ⅳ層165

点、試掘トレンチ（Ⅲ・Ⅳ層）53点である。

遺構覆土ではJl号15点、J2号20点、J3号10点、

J4号26点、J5号9点、J6号1点、J7号1点、

J8号7点、J9号10点、J10号2点、Jl1号6点、

J12号2点、J14号48点、J15号149点、J16号30点、

J17号26点、Dl号4点、D5号2点、D7号1点、

D8号1点、D21号2点、D25号1点、D31号2点、

D36号1点、D42号1点、D47号3点、D64号1点、

D66号11点、D68号1点、D71号2点、炉1（屋外）

1点、Hl号6点、H2号18点、H3号11点の検出で

ある。完形品37点を含む149点が検出されたJ15号住

居址を典型とする多くの資料が検出されたJ14・16号

住居址等は、土器群が一括廃棄された場所であり、打

製石斧以外にも削器・剥片・凹石・磨石が一括廃棄さ

れていた。その一方で、土器群・礫が一括廃棄された

J11号住居址では6点と少ない。それは主要時期が後

菓3・4段階にあることを示唆しようか。

Ⅲ層ではその分布範囲全体に出土位置があるが、

顕著な集中部も存在する。調査区北部の低地部ではJ

lO・5号上面、J12号上面東側に集中部が存在する。

調査区南部ではJ15－17号住居址がある旧河道状地形

1上面とJ9号住居址上面に集中部が存在する。後者

ではD29C・d、E29a・bの4m四方で194点、J

15号上面で215点、J16号上面で169点の検出である。

D・E29グリッドの堆積は礫層と呼べるほどに小礫が

集中した範囲であり、これらⅢ層における遺物のあり

方は、旧河道状地形1に対応した分布状況に端的に示

されるように西南一東北ラインの自然要因の動きと窪

地部分の集中堆積が想定される。

完形品の大きさは、平均長121mm・平均幅53mm・平

均厚19mm・平均重量120gである。石材別では、溶結

凝灰岩製完形品402点が長さ267－82mmにあり、平均

長145mm・平均幅60mm・平均厚16mm・平均重量179gで

ある。第43図1はD1号土坑検出の最大資料で、長さ

267mm・幅120mm・厚さ29mm・重量1078．72gにある。

溶結凝灰岩製は頁岩製より大形でかつ薄い。黒色頁

岩製完形品445点は長さ207～62mmにあり、平均長117

mm・平均幅51mm・平均厚15mm・平均重量102gである。

灰色頁岩製完形品172点は長さ172～74mmにあり、平均

長120mm・平均幅52mm・平均厚18mm・平均重量116gで

ある。

形状は短冊形が大半を占める。89の様に刃部に最大

幅があり基部が狭まる撥形は極めて稀である。両側縁

に挟りのある形態は一定量存在する（第47・51図）。

ただし、中央部に明確な挟りを有する分銅形は少なく

基部側に挟りを有するものが主体である。

製作方法は石材に適応した臨機的なあり方を運用し

ている。溶結凝灰岩では石器形態に近い短冊形を呈す

る板状原石を用いることから、調整加工は周辺加工が

基本となる。18と19の接合例が示すように大型板状石

を分割して原形を形成するものも多く、側線・基部に

その分割面が残される資料が特徴的に存在する。刃部

においても素材に有効な縁辺があれば加工を施さずに

そのまま使用する例も目立つ。

黒色・灰色頁岩は素材の対応で周辺加工もあるが、

両面加工が主要技術となる。素材は扁平な円礫を分割

する例もあるが、礫面のない資料が多く、縦・横長に

剥離された剥片が素材として用いられている。

使用痕跡と捉えられる表面の顕著な摩滅が多くの資

料で観察されている。図示した142点の詳細な観察で

は66点の資料に観察された（網目部分）。その箇所は

刃部52点、胴部2点、刃部と胴部9点、刃部と基部端

部1点、胴部と基部端部1点、刃部・胴部・基部端部

1点である。これらの摩滅痕は調整加工によって切ら

れているものが多く、刃部再生の頻度を示唆する。
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（8）剥片

今回の調査で確認・採取した剥片は総数13，923点で

ある。石材では、窯耀石5，690点（5，989g）、チャー

ト37点（2弧04g）、珪質頁岩13点（108．24g）、鉄

石英3点（13．03g）、黒色頁岩6，979点（152，253．07

g）、灰色頁岩693点（20，411．52g）、溶結凝灰

岩449点（16，942．78g）、ガラス質黒色安山岩40点

（1，839．35g）、砂岩19点（1，134．61g）の確認である。

なお、黒色頁岩には若干のホルンフェルスが含まれる。

住居址覆土の検出状態は、J1号が黒耀石132点・

チャート1点・黒色頁岩15点・灰色頁岩3点、J2

号が黒耀石28点・黒色頁岩22点・灰色頁岩2点つ容結

凝灰岩1点、J3号が黒耀石31点・黒色頁岩5点、J

4号が窯耀石147点・チャート1点・黒色頁岩77点・

灰色頁岩7点、J5号が黒耀石16点・黒色頁岩2点・

溶結凝灰岩1点、J6号が溶結凝灰岩1点、J7号が

黒耀石2点・黒色頁岩1点・溶結凝灰岩1点、J8号

が黒耀石18点・黒色頁岩14点・灰色頁岩1点・溶結凝

灰岩3点、J9号が黒耀石15点・黒色頁岩3点・灰色

頁岩1点、JlO号が窯耀石5点・黒色頁岩6点、Jll

号が窯耀石30点・黒色頁岩16点・灰色頁岩6点・洛結

凝灰岩2点、J12号が窯耀石12点、J13号が黒耀石7

点・黒色頁岩1点・灰色頁岩1点、J14号が窯耀石80

点・黒色頁岩131点・灰色頁岩12点・洛結凝灰岩37点・

砂岩1点、J15号が黒耀石678点・黒色頁岩285点・灰

色頁岩37点・溶結凝灰岩57点・ガラス質黒色安山岩1

点・砂岩2点、J16号が黒耀石184点・黒色頁岩48点・

灰色頁岩12点・溶結凝灰岩4点・砂岩1点、J17号が

窯耀石181点・チャート2点・珪質頁岩1点・黒色頁岩

240点・灰色頁岩35点バ容結凝灰岩4点・ガラス質黒色

安山岩2点、H1号が黒耀石16点・黒色頁岩25点・灰

色頁岩1点、H2号が黒耀石137点・黒色頁岩52点・灰

色頁岩5点・溶結凝灰岩2点・ガラス質黒色安山岩2

点・砂岩2点、H3号が黒耀石8点・黒色頁岩25点・

灰色頁岩2点・溶結凝灰岩1点である。

土坑・屋外炉・埋聾ではDlO・13・24号が黒耀石

各1点、D5弓1・26・53号が黒耀石各2点、D47号

が黒耀石3点、D48・72号が黒耀石各4点、D37号が

黒耀石7点、Dl・4・7・14・39号が黒色頁岩各1

点、D52号が黒色頁岩2点、D68号が黒色頁岩3点、

D8号が窯耀石1点・黒色頁岩3点、D22号が黒耀石

3点・黒色頁岩1点、D36号が窯耀石2点・黒色頁岩

1点、D38号が黒色頁岩1点・灰色頁岩1点、D44号

が黒色頁岩1点・溶結凝灰岩1点、D45号が黒耀石5

点・黒色頁岩1点、D51号が黒耀石2点・黒色頁岩2

点、D62号が窯耀石2点・黒色頁岩3点、D64号が黒

耀石4点・黒色頁岩4点・溶結凝灰岩1点、D65号が

黒耀石1点・黒色頁岩6点・灰色頁岩1点・洛結凝灰

岩1点、D66号が黒耀石28点・黒色頁岩29点・灰色頁

岩5点・溶結凝灰岩1点・砂岩1点、D69号が黒耀石

3点・黒色頁岩1点・溶結凝灰岩1点、D71号が黒耀

石17点・黒色頁岩25点・灰色頁岩1点つ容結凝灰岩2

点、炉1が黒耀石1点・黒色頁岩16点、炉2が黒色頁

岩4点・灰色頁岩1点、埋襲1が黒耀石7点・チャー

ト1点・黒色頁岩1点である。

包含層ではⅢ層で黒耀石2，686点、チャート19点、

珪質頁岩9点、鉄石英3点、黒色頁岩4，452点、灰色

頁岩443点、溶結凝灰岩300点、ガラス質黒色安山岩6

点、砂岩11点であり、Ⅳ層で黒耀石1，172点、チャー

ト13点、珪質頁岩3点、黒色頁岩1，422点、灰色頁岩

105点、溶結凝灰岩25点、ガラス質黒色安山岩29点、

砂岩2点である。他に試掘トレンチ（Ⅲ・Ⅳ層）で黒

色頁岩28点、灰色頁岩11点、溶結凝灰岩4点がある。

黒耀石・チャート・珪質頁岩は主に石鉄・石錐・

石匙・楔形石器に用いられており、黒耀石の剥片には

2次加工が施された石鉄未成品と把握できるものも含

まれる。また、窯耀石原石3点（206．32g）がⅢ層か

ら検出されている。最大は長さ69mm・幅51mm・厚さ33

mm・重さ116．15gである。なお、珪質頁岩は佐久市志

賀地区で確認された原産地の石材である。

溶結凝灰岩は後述する削器にも使用されるが基本的

に打製石斧の素材であり、剥片はその調整剥片である

（第55図5・17・21）。黒色・灰色頁岩は打製石斧と

削器に用いられるが大半は打製石斧の調整剥片であり、

横刃型削器等ほその調整剥片を素材とする。その打製

石斧調整剥片（第55図）には使用痕が観察されるもの

（1・2・11－13）が含まれ、使用による欠損部、再

生剥片が含まれる。

ガラス質黒色安山岩は少ないが石鉄・打製石斧・削

器に用いられ、Ⅳ層での使用が特徴的である。
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第43図　打製石斧（1：溶結凝灰岩）
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第45図　打製石斧（3：洛結凝灰岩）

一81－



C二二＿⊃　　　　J15167．1618 ⊂⊃　。15，58．2619

』主］当cm

第46図　打製石斧（4：溶結凝灰岩）
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第47図　打製石斧（5：溶結凝灰岩）
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第48図　打製石斧（6：溶結凝灰岩）
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第52図　打製石斧（10：黒色・灰色頁岩）
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写真103　打製石斧（1－17）
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写真104　打製石斧（18－49）
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写真105　打製石斧（50－87）
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（9）削器（第56～59図）

削器は黒色頁岩製526点、灰色頁岩製93点、溶結凝

灰岩製12点、ガラス質黒色安山岩製16点、合計647点

が検出されている。遺構覆土ではJ1号9点、J2

号3点、J4号8点、J6号1点、J8号1点、J9

号1点、J14号10点、J15号18点、D16号8点、J17

号17点、Hl号6点、H2号6点、D66号5点、炉1

（屋外）1点の出土である。包含層ではⅢ層447点、

Ⅳ層（旧河道状地形1）106点である。

形態では横長剥片の下線に刃部が形成された横刃

（1－14）276点、打面にも刃部が形成された横両刃

（15・33・34・36）21点、縦長剥片の側線に刃部が形

成された縦刃（32・38）32点、両側緑に刃部が形成さ

れた縦両刃4点、縦型を主体とする石匙状形態（16－

27）22点、特徴的な挟入部を有する形態4点（同図28

－31）、47の鈎状形態1点、刃部形状が鋸歯状を呈す

るものが19点（37・44・48－50）。交差する2辺に刃

部を有する尖頭状形態が14点（39～43）、縦長剥片の

端部に刃部を有するもの18点（35）、挟入状石器が20

与、へら状石器が2点（45・46）。ラウンドスクレー

パーが5点（51）、表裏面に面的な剥離を施して刃部

を形成した形態が209点（52－60）である。両面調整

形態には礫器状（59・60）等を含み、刃部位置及び形

状に多様性を有するが、凸状の刃部を呈するものが特

徴的である。

黒色頁岩製の4・32・33・44の刃部には摩滅痕が観

察された。縦刃形態の32刃部裏面には稜線も摩滅した

顕著な使用痕が広範囲で観察されている。鋸歯状刃部

の44にはその刃部加工で切られた摩滅痕があり、打製

石斧の転用品と推定される。

（10）磨製石斧と敲石（第60図）

磨製石斧は蛇紋岩製7点、緑色凝灰岩製5点、緑色

片岩製3点、凝灰岩製1点、合計16点の資料が検出さ

れている。完形品7点、欠損品9点である。遺構覆土

では、J17号住居址で1点出土している。包含層では

Ⅲ層14点（表面採集1点・試掘2点）、Ⅳ層（旧河道

状地形1）1点である。定角式完形の2は蛇紋岩製で

長さ150mm・幅56mm・厚さ31mm・重量490．22gであり、

完形最小の6は蛇紋岩製で長さ43mm・幅20mm・厚さ6

mm・重量35．89gである。

敲石は蛇紋岩製2点、緑色凝灰岩製3点、緑色片岩

製1点、合計6点の資料が検出されている。すべて完

形晶で3点が磨製石斧の転用品（12－14）である。J

14号住居址覆土で1点、Ⅲ層で5点の出土である。

（11）凹石と磨石（第61－63図）

凹石は安山岩製107点、砂岩製5点、花崗閃緑岩製

1点、合計113点の資料が検出されている。完形品95

喪、欠損品18点である。遺構覆土では、J1号1点、

J2号3点、J3号1点、J4号2点、J14号11点、

J15号4点、J16号2点、J17号3点、D16号2点の

出土である。包含層ではⅢ層80点、Ⅳ層4点である。

棒状を呈する特徴的な資料（12）がある。

磨石は安山岩製161点、砂岩製13点、合計174点の資

料が検出されている。完形品154点、欠損品20点であ

る。遺構覆土では、J1号2点、J2号1点、J3号

3点、J4号1点、J12号1点、J14号4点、J15号

4点、J16号4点、J17号1点、D45号1点、D47号

1点、D53号1点、D62号2点、D69号1点、H1号

1点の合計28点の出土である。包含層ではⅢ層144点、

Ⅳ層2点である。

（12）石皿・多孔石（第63～65園）

石皿は安山岩製26点、砂岩製6点、緑色片岩製1点、

凝灰岩製1点、合計34点の資料が検出されている。完

形品3点、欠損品31点である。遺構では、JlO・17号

住居址床面で各1点、Jl1号住居址炉覆土で1点、J

4・14号住居址覆土で各2点、D9・16・23・45・62

号土坑で前述の状態でそれぞれ1点、D45号土坑覆土

で2点の出土である。包含層ではⅢ層17点、Ⅳ層3点

である。背面に複数の凹部が存在するものが8点あり、

7は表面にも複数の凹部が存在する。

多孔石は安山岩製14点、砂岩製2点、レキ岩製1点、

合計17点の資料が検出されている。完形品4点、欠損

品13点である。遺構では、J3号住居址敷石部で2点、

J5号住居址炉覆土で1点、J14・16号住居址覆土で

各1点、D16号土坑で2点、D37・62号土坑で各1点

の出土である。包含層ではⅢ層5点、Ⅳ層1点で、表

面採集資料が2点ある。
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1　竪穴住居址とその遺物

（1）H1号住居址（第66図）

調査区南部のE26グリッドで検出された（住居址範

囲にⅢ層は分布しない）。Jl・18号住居址、D66・

68号土坑を破壊する。隅丸方形を呈し、東西長332cm、

南北長316cm、壁残高16cm、床面積9，2Idの規模を有す

る。明確な堀方は確認できていないが、礫層（Ⅶ層）

上に床を構築した部分が存在していた。柱穴は東側で

は確認できず、西側南北隅でPl・P2が検出された。

Plが44×40×8cm、P2が52×44×28cmを測る。カ

マドは東壁中央に位置し、粘土で構築された両袖部と

その先端に溶結凝灰岩板石を用いた神石が確認された。

遺物は土師器小型鉢・杯・甑・襲、編物石が検出さ

れた。1の小型鉢は床面、2の杯は覆土、3の底部に

ヘラ記号のある杯はカマド左袖、4の甑・5－7の聾

はカマド右脇床面で検出された。また、8～12の編物

石に用いられたと推定される安山岩円礫はPl脇南壁

に集中的に廃棄されていた。なお、床面には炭化材が

残存し、1点の分析例ではクヌギの可能性が示唆され

た（第Ⅴ章参照）。本住居址の時期は、土師器の様相

から5世紀後半から6世紀初頭で捉えられよう。

（2）H2号住居址（第67図上）

調査区南部のD27・28グリッドで検出された（住居

址範囲にⅢ層は分布しない）。Jl・15号住居址を破

壊する。隅九方形を皇し、東西長440cm、南北長412cm、

壁残高12cm、床面積17，2rdの規模を有する。Jl・15

写真114　H1号住居址（西から）

号住居址を破壊していることから、明確な掘り込みは

確認できたが、柱穴・堀方は不明であった。また、カ

マドは存在せず、3箇所の焼土範囲が住居址中央北側

で検出されるに止まった。

遺物は土師器小型丸底土器・高杯・杯・梁が検出さ

れた。1の小型丸底土器と2・3の高杯は焼土に囲ま

れた範囲で検出された。4－6の杯、7・8の嚢は覆

土中で検出された。なお、9の臼玉は住居址北東隅が

位置するB27aグリッドで検出されている。本住居址

の時期は、1・2の土師器を基準とすると5世紀前半

期と考えられる。

（3）H3号住居址（第67園左上）

調査区中央部のE19グリッドで検出された（住居址

範囲にⅢ層は分布しない）。J14号住居址を破壊する。

隅九方形を呈し、東西長392cm、南北長352cm、壁残高

36cm、床面積12，1Idの規模を有する。柱穴は壁際で等

間隔にPl～P7が検出された。Pl～P4が主柱穴

となろうか。Pl・P4の掘方は斜めに穿たれている。

カマド・炉は存在しなかった。西壁に張出部があり炭

化物の集中面が観察された。

遣物は縄文時代以外の遺物として、古墳時代の土師

器小破片数点が覆土から検出されるに止まった。

なお、調査区南端のⅢ層を刻む旧河道状地形2（第

2図の密な網目）から古墳時代の土師器数片が検出さ

れている。

写真115　H1号住居址のカマド（西から）
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瑠　苗環境復元◎動植物利用◎埋藍内容物◎石困炉石樹

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

長野県南佐久郡臼田町大字田口に所在する大奈良遺跡は、千曲川右岸の河岸段丘上に立地し、背後には脇平山

丘陵端部が弧状に接する。発掘調査では、縄文時代中一後期初頭を主体とし、古代の遺構・遺物が確認されてお

り、特に、縄文時代中期と考えられる住居跡の検出状況から当該期の環状集落の可能性が示唆されている。

発掘調査地点は、発掘調査区南側に東西方向に帯状にのびる微高地、北側に低地といった微地形が認められて

いる。微高地周辺の基本層序は、下位よりⅦ～I層に分層され、各層の所見は以下の通りである。Ⅶ層は黄褐色

の極細粒砂～中粒砂からなり、ラミナなどの堆積構造は不明瞭、地点によって最大径10cmの円礫を含む砂礫層が

挟在する。Ⅵ層はⅦ層上位に堆積する礫支持の砂礫層（円礫～亜円礫で最大径は約15cm）であり、発掘調査区南

側の河道周辺にのみ認められる。V層は暗灰褐色のシルト質砂質土からなり、円～亜円砂礫（最大径約10cm）を

含む。Ⅳ層はシルト質砂質土からなり、V層と比較して径の小さい礫を含む。また、流路が認められた発掘調査

区南側では暗褐色、低地部の発掘調査区北側では暗黄褐色土一暗褐色土一暗黄褐色を呈する状況が観察される。

なお、当土層上部が縄文時代中期の遺構検出面である。Ⅲ層は黒褐色のシルト質砂質土であり、縄文時代中期の

遺物や礫を含む遺物包含層である。Ⅱ・I層は旧耕作土および現耕作土である。

これらの土層の観察では、Ⅵ層の砂礫層は、礫の円磨度、礫径、礫支持などの状態から、河床礫と判断される。

Ⅶ層の層相や堆積状況を考慮すると、帯状に発達したⅦ層の上部を削剥・堆積した河床礫層と考えられる。その

後堆積したV－Ⅲ層は、Ⅶ層以降部分的に離水したものの、千曲川をはじめとする周辺の河川による氾濫堆積物

や、背後の丘陵地から流れ込んできた崖錘堆積物によって形成されたと考えられる。特にVeⅢ層はその影響を

強く受け、Ⅲ層ではこの影響によって、削剥・流出した周囲の遺跡の遺物も同時に堆積したと考えられる。なお、

Ⅳ層では土層中に含まれる礫径が小さいことや低地側のⅣ層の堆積状況から、これらの影響をしばしば受けなが

らも、植生に覆われ土壌化する安定した期間も存在したことが推測される。

本報告では、上述した土層の観察所見と調査成果をもとに、縄文時代中後期初頭の古環境推定、動植物及び

石材資源利用の検証、埋嚢内の内容物検証、といった3点の課題を設定し、自然科学分析手法を利用し検証する。

上　試料

試料は、上述した土層の観察とともに採取した土壌試料、遺構覆土、炭化物、骨片等からなる。土壌試料は、

本遺跡低地部相当する調査区北側東壁面（1地点‥C13グリッド）を対象に現地表面より厚さ5cm連続で採取し

た27点（試料1－27）、微高地部に相当する調査区中央西壁面（2地点）を対象に現地表面より厚さ5cm連続で採

取した22点（試料1－22上流路内に相当する調査区南側流路部西壁面（3地点：E29グリッド）を対象に任意の

土層から採取した13点（試料1－13）、縄文時代以降の流路と考えられる遺構（4地点：E31グリッド）より層位

ごとに採取した5点（試料上5）である。遺構覆土は、調査区南側東壁面（5地点）に検出された縄文時代の住

居跡（J16）の炉址覆土より採取した土壌7点（試料17）、埋設土器が出土した土坑（D47）の埋嚢内土壌と土

坑検出面とその下位の土層（Ⅳ層）より採取した土壌6点である。なお、D47から出土した埋聾内土壌について

は、土壌成分の偏在性も考慮し、土器内土壌が残存する胴部から底部までの土壌を上位より上5cm・5＿10cm・10cm

以下と3分割して採取している。この他の試料は、H1号住居址より採取された炭化材1点、骨片混じり土壌は、

D66・J4号住居址の炉、屋外炉1、C28dグリッドのⅣC層の4箇所から採取された試軋敷石住居跡の炉石

片と本遺跡南側丘陵から採取した岩石2点である。
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表1．分析試料一覧

地点番号 試料名 試料の種 類 ・質 ート・ト
分析項 目＊

席 D P P O C W　 微細 灰像 骨 土理 岩薄
1地点 13 土壌 Ⅳ層 ● ● ●

2 5 土壌 Ⅴ層下部 ● ● i ●
3地 点 13 土壌 流路堆積物最下層 ● ● ●
5地点 5 土壌 炉内覆土 ● ● ●

6 土壌 炉内覆土 ● i ● ●
＝1号住居址 炭1 炭化材 ●
D 6 6 骨片混じり土壌 N 0．1 ●

骨片混じり土壌 N0．2 ●
J4 号住居址

i
炉A 骨片混じり土壌 ●
屋外炉 1 骨片混じり土壌 ●

C 2 8dグ 」ッド Ⅶ層 骨片混じり土壌 ●
D 4 7　　　 1

i
】
l
i

Ⅳ－1 土壌 ●
Ⅳ－2 土壌 ●
埋碧 内土壌 土壌 上（1－5cm ） ●
埋登 内土壌 土壌 中（5 －10cm ） ● ●
埋婆内土壌　　　　 土壌 下（10 cm －） ● ●
敷石住居炉 岩石 ●
南側丘陵採取試料 岩石 比較試料 ●

＊D：珪藻分析P：花粉分析PO：植物珪酸体分析CW：炭化材同定微細‥微細植物遺体分析灰像：灰像分析骨：骨同定土理：
土壌理化学分析　岩薄：岩石薄片作成鑑定

これらの試料を用いて、古環境推定を目的として珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析を、動植物資源利用の

検証を目的として炭化材同定、微細植物遺体分析、灰像分析、骨同定、岩石薄片作成鑑定を、遺構の用途検証を

目的として、土壌理化学分析、微細植物遺体分析をそれぞれ行う。各分析対照試料と分析項目の一覧を表1に示

す。

2．分析方法

（1）珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、珪藻化

石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プリュウラッ

クスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、メ

カニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個

体以上同定・計数する（化石の少ない試料はこの限りではない）。種の同定は、原口ほか（1998）、Krammer

（1992）、Krammer＆Lange－Bertalot（1986，1988，1991a，1991b）などを参照する。

同定結果は、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類をアルファベット順に並べた一覧表で

示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度（pH）・流水に対する適応能につい

ても示す。環境指標種についてはその内容を示す。また、堆積環境の解析は、海水～汽水生種については小杉

（1988）、淡水生種については安藤（1990）、陸生珪藻については伊藤・堀内（1991）、汚濁耐性については、

Asai＆Watanabe（1995）の環境指標種を参考とする。

（2）花粉分析

試料約10gを水酸化がノウムにより泥化し、姉別、重液（臭化亜鉛，比重2．3）より有機物を分離する。フツ

化水素酸による鉱物質を除去した後、アセトリシス（無水酢酸9‥濃硫酸1の混合液）処理による植物遺体中の

セルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残漆をグリセリンで封入してプレパラー

トを作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表として示す。

（3）植物珪酸体分析

湿重5g前後の試料を過酸化水素水・塩酸処理した後、沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，

比重2．5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガ

ラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の菓部短細胞に由来した

植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および菓身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と

呼ぶ）、およびこれらを含む珪化組織片を近藤・佐瀬（1986）の分類に基づいて同定し、計数する。
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結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から古植生につ

いて検討するために、各地点の植物珪酸体群集を図化する。各種類の出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体

の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求める。

（4）炭化材同定

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型

電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。

（5）微細植物遺体分析

5地点の試料番号5は450cc、5地点の試料番号6は150cc、D47埋婆内土壌は各200ccの各土壌試料を水に一

晩液浸し、試料の泥化を促す。0．5mmの師を適して水洗し残漣をシャーレに集め、双眼実体顕微鏡下で観察し、

同定可能な果実、種子などを抽出する。種実の形態的特徴を所有の現生標本および原色日本植物種子写真図鑑

（石川，1994）、日本植物種子図鑑（中山ほか，2000）などと比較し、種類を同定し、60℃で48時間乾燥させた

後の重量を求める。分析後の種実などは種類毎にビンに入れ、乾燥剤を入れ保管する。なお、D47埋襲内土壌に

ついては、遺構の性格を考慮し骨片等の抽出も同時に行っている。

（6）灰像分析

炭化物試料では、珪化細胞列などの珪化組織片の有無に注目する。植物体の葉や茎に存在する植物珪酸体は、

珪化細胞列などの組織構造を皇し、植物体が土壌中に取り込まれた後は、組織構造が珪化組織片として検出され

ることが多い。このことから、珪化組織片の産状を調査することにより植物利用の有無が明らかになると考えら

れる。

今回の試料では、観察に障害となる有機物が試料中に多量に含まれることや、土壌も含まれる点などを考慮し、

前述の植物珪酸体分析の分析方法を行い、珪化組織片の濃集と分離を試みる。

（7）骨同定

試料に付着した砂分や泥分を乾いた筆・竹串、あるいは水に浸した筆で静かに除去する。一部の試料について

は、一般工作用接着剤を用いて接合する。自然乾燥後、試料を肉眼およびルーペで観察し、その形態的特徴から、

種類および部位の特定を行う。なお、同定・解析は、金子浩昌氏の協力を得ている。

（8）土壌理化学分析

リン酸は硝酸・過塩素酸分解－バナドモリブデン酸比色法、カルシウムは硝酸・過塩素酸分解一原子吸光光度

法を用いる（土壌標準分析・測定法委員会編，1986）。以下に操作工程を示す。

試料を風乾後、軽く粉砕して2．00mmの師を通過させる（風乾畑土試料）。風乾畑土試料の水分を加熱減量法

（105℃、5時間）により測定する。風乾畑土試料1．00gをケルダール分解フラスコに秤量し、はじめに硝酸

（HNO3）約5mlを加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸（HClO4）約10mlを加えて再び加熱分解を行う。

分解終了後、水で100mlに定容しろ適する。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計

によりリン酸（P205）濃度を測定する。別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸

光光度計によりカルシウム（CaO）濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたり

のリン酸含量（P205mg／g）とカルシウム含量（CaOmg／g）を求める。

（9）岩石薄片作成鑑定

ダイヤモンドカッターにより試料を22×30×15mmの直方体に切断し、薄片用のチップとする。チップをスライ

ドガラスに貼り付け、＃180－＃800の研磨剤を用いて研磨機上で厚さ0．1mm以下まで研磨し、さらに、メノウ坂

上で＃2500の研磨剤を用いて正確に0．03mmの厚さに調整する。スライドガラス上で薄くなった岩石薄片の上にカ

バーガラスを貼り付け観察用プレパラートとし、偏光顕微鏡下において観察・記載を行う。

3．結果

（1）珪藻分析
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結果を表2に示す。3試料とも珪藻化石の産出が少なく、特に1地点の試料番号25は無化石であった。

1地点の試料番号13は、淡水～汽水生種の融のフ∂ノod由か抽e几壷、流水にも止水にも生育する流水不定性の

C四コe怨S〟es由ca、陸城にも水城にも生育する陸生珪藻B群であり好汚濁性種でもあるノ悔V元日血co月丘r閥Ceaが

産出した。

表2．珪藻分析結果

種　　　 類 生 態 性

塩 分　　 p H　 流 水

環 境

指 標 種

1 地 点 3地 点

13 2 5 1 3
R h o p a lo d ia g ib b e r u la （Eh r．）0 ．M u‖e r O g h －M e h aト 日 ind 1 － －
A ch n a rl th e s c ie v e i G r u n o w O g h In d aト il in d 丁 － － 1

A ch n a n th e s h u n g a ric a G r u n o w O g 「卜ind aト 日 ind 〕 － － 2

A ch n a n th e s la n c e o la ta （B re b．）G ru n o w O g h－i〔d in d 「－Ph K ，T － － 1

A m p h o r a a f fin is K u e tz in g O g h－ind aト il in d 〕 － 1

C a lo n e is b a c血 m （G ru n．）C fe v e O g h－in d aトil 「－Ph 〕 － 1
C o c c o n e is p Fa c e n tu la （E hr．）C Ie v e O g h－in d aトil i〔d 〕 － 2

C y m b e Fla m e s ia n a C h o fn o k y O g h－in d aトb i ーbi ○ － － 1

C y m b e lEa m in u ta 刷 se e x R a b h ． O g h－in d in d 「－Ph K ，T － － 1

C y m b e Fla s ile s ia c a B le is c h O g h－ind in d in d 丁 1 － 3

C y m b e ＝a sp p， O g 「「 un k u n k 〕［k － － 3

D ip Fo n e is s p p ． O gh －〕［k u ［k un k

0

S

K ，T

〕

R A ，〕

－ － 1
E u n o tia p e c tin a iis v a r，und u Ea ta （R a Jf s）R ab e n h o rs t O g h －ho b a c－il i〔d － － 1
E u n o tia s p p ． O gh －u〔k u 〔k un k － － 1
F r a g ila ria p in n a t a v a r．la n c e tt u Ia （S c h u m ．）H u s t e d t O g h －ind a トil －P h － － 1
F ra g iFa ria v a u c h e r ia e （K ue tz ．）P e te rs e n O g h －i［d a トil 「－P h － 2

F ra g iLa ria v ir e s c e n s R a ifs O g h －ind a c－il ーP h － 1

H a n t z s c h ia a m p h io x y s （Eh r．）G ru n o w O g h －ind aト il in d － 1

N a v ic u Ia c a p it a t o r a d ia t a G e rm a in O g h －i［d aト il 「－P h K T 1
N a vやuia c o n f e r v a c e a （K ue tz ・）G ru n o w O g h 一山d aト bi in d IR B ，S

T

T

1 － 2

N a v IC u Fa Ja n c e o la ta　A g a r d h E h r e n b e rg O g h－】nd aト Ii ［d 1
N e id iu m h e r c y n ic u m A ．M a y e r O g h in d in d in d － 1

P in n u la ria s p p ． O g h－〕［k unk u 〔k － 1

S ta u r o n e is k rie g e r i P a tr ic k O g ト i［d in d in d － 2

S y n e d ra in a e q u a lis H ．K ob a y a s i O g h一m d aト日 「－Ph － 1

海水生種
海水～汽水生種
汽水生種
淡水～汽水生種

淡水生種
珪藻化石総数

0
　
0
　
0
　
0
　
3
　
3

3
　
3

0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0

0
　
0
　
0
　
1
　
2
　
3

凡例
HR：塩分濃度に対する適応性
Ogh－Meh：淡水一汽水生種
Ogh－柚　：貧塩好塩性種
Ogh－ind　：貧塩不定性種
Ogh－hob：貧塩嫌塩性種
Ogh－unk：貧塩不明種

PH：水素イオン濃度に対する適応性
aトbi：真アルカリ性種
aト＝　：好アルカリ性種
ind　：PH不定性種
ac一日　：好酸性種
ac－bi：真酸性種
u〔k　：pH不明種

C且：流水に対する適応性
トbi　：真止水性種
トph：好止水性種
ind　：流水不定性種
「－Ph：好流水性種
「－bi：真流水性種
u［k　：流水不明種

環境指標種群
K：中～下流性河川指標種，0：沼沢湿地付着生種（安藤，1990）
S好汚濁性種，〕：広域適応性種，T・好清水性種（以上はAsaiandWatanabe，1995）
R：陸生珪藻（RAA群，RB・B群，Rl未区分、伊藤・堀内，1991）

3地点の試料番号13は、好流水性で中～下流性河川指標種群の釣・∂〆ノarノa VaUC力erノae、流水不定性の

Ad月∂月娩es血∽gar元∂、CDcco月eゐp血ce月れ壷、qⅦゐe肋S壷S由ca、SねUrO月e元A元毎㌍万、陸生珪藻B群であり好

汚濁性種でもあるNavicula confervaceaなどが産出した。中一下流性河川指標種群とは、河川中一下流部や河川

沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現することから、その環境を指標することがで

きる種群とされている（安藤，1990）。

（2）花粉分析

結果を表3に示す。いずれの試料においても検出される花粉化石数

は少なく、定量分析を行うだけの個体数は得られなかった。検出され

た花粉化石の保存状態も不良であり、草本花粉のイネ科、ヨモギ属、

キク亜科が1個体ずつ検出されるのみである。プレパラート内の状況

写真を図版1に示す。

（3）植物珪酸体分析

結果を表4、図1に示す。各試料から植物珪酸体が検出される。た

だし、保存状態が不良で、表面に多数の小孔（洛食痕）が認められる。
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表3．花粉分析結果

1地 点 3地 点

13

種　 類

試 料 番 号　　 13　　 25

草本 花粉

イネ 科 1

ヨモギ属 1 － －
キ ク亜 科 － － 1

シダ類 胞 子

シダ類 胞 子 2

合　 計

木 本 花 粉 0 0 0

草 本 花 粉 2 0 1

シダ類 胞 子 0 2 0

総 計 2 2 1



1地点の試料番号13・25は、ともにヨシ属の産出が顕著に目立ち、この他に、タケ亜科やススキ属、イチゴツ

ナギ亜科などがわずかに認められる。3地点の試料番号13では、1地点と同様にヨシ属の産出が顕著に目立ち、

タケ亜科やススキ属、イチゴツナギ亜科などがわずかに認められる。

短細胞珪酸体

機
動
細
胞
珪
酸
体

短
細
胞
珪
酸
体

イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
亜
科

ウ
シ
ク
サ
属
ス
ス
キ
属

1 地 点 1 3

2 5

●

○

l

3 地 点 1 3 ●

°　　　　　°　　　　　°

l

°　　　　°　　　　1　　　　°　　　　°　　　　°　　　　．　　　　°

0　　　　　50　　　100％

図1植物珪酸体群集
出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として
百分率で算出した。なお、⑳○は1％未満の種類を示す。

表4．植物珪酸体分析結果

種　　 類
1地 点

13　　 2 5

3地点

13試料 番号

イネ科菓 部短 細胞 珪酸 体

1タケ亜科

ヨシ属 16 4 15 3 14 0
ウシクサ属 ススキ属 2 4 5 1
イチゴツナギ亜科 9 3 6
不 明キビ型 6 8 12 4
不 明ヒゲシバ型 30 24 16
不 明ダンテク型 5 1 －

イネ科 葉 身機動 細胞 珪酸 体

2タケ亜 科
ヨシ属 88 102 96
ウシクサ属 2 1 5
不 明 9 3 4

合　 計

30 1 198 167イネ科 葉部 短細 胞珪酸 体
イネ科 葉身 機動 細胞珪 酸体 10 1 106 105
総　 計 4 02 30 4 2 72

（4）炭化材同定

結果を表5に示す。H1号住居址から出土した炭化材は、広葉樹のコナラ属コナラ亜属クヌギ節に同定された。

一方、5地点の炉内から抽出された炭化材は、クリ近似種、広葉樹、イネ科タケ亜科に同定された。以下に、各

種類の解剖学的特徴などを記す。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（OuercussubgenL印klobahnussect．Ce〃壷）　　　ブナ科

環孔材で、孔圏部は1－2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら単独で放射状に配列する。道管

は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1－20細胞高のものと複合放射組織とがある。

・クリ近似種（cf．CbstaneacmataSieb．etZucc．）　　　ブナ科

いずれも小片で、年輪界お

よび早材部のほとんどを欠く。

わずかに残る早材部から晩材

部にかけて道管径が小さくな

ることから環孔材と判断され

表5．樹種同定結果

地点番号 試料名 点数 樹種 備考
5地 点 5 6 グ」近似種（2） 炉 内覆土検 出炭化材

広葉樹（3）
イネ科タケ亜科（1）

6 3 クリ近似種（1） 炉内覆土検出炭化材
広葉樹（2）

H 1号住 居址 炭 1 1 コナラ属コナラ亜属クヌギ節（1） 炭化材
1）樹種名のカッコ内の数字は確認点数

る。晩材部の小道管は、火炎状に配列する。放射組織は観察した範囲では単列組織のみで構成される。これらの

特徴から、現生標本との対比ではクリが最も近いが、同じブナ科のコナラ節もよく似た組織を有している。コナ

ラ節とクリは複合放射組織の有無などにより判別できるが、小片の炭化材であり複合放射組織が入らないことか

ら、今回の試料ではクリとコナラ節の判別は困難である。本試料についは、複合放射組織が認められないことか

らクリ近似種としたが、コナラ節の可能性もある。

・広葉樹

クリ近似種とした試料よりもさらに小片で年輪界を欠く。いずれも道管を有するが、道管配列などの詳細は不

明である。比較的道管径の大きな破片と道管径の小さな破片とがある。道管径の大きな破片は、環孔材の早材部

の可能性がある。道管径の小さな破片は、クリ近似種とした試料に似ており、環孔材の晩材部の可能性がある。

道管配列などが不明のため、種類の同定には至らなかった。

・イネ科タケ亜科（Gramineae subfam．Bambusoideae）小片で、横断面の観察のみ。横断面では、維管束が基

本組織の中に散在する不斉中心柱が認められ、放射組織は認められない。

（5）微細植物遺体分析

結果を表6に示す。全試料からオニグルミの核が検出された。特に、炉内覆土である5地点の試料番号5から
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の検出量が多い。この他に、5mm角以下の炭化材や土器の破片などが確認された。木材組織が認められない部

位・種類共に不明の炭化物は、不明炭化物と表示したが、おそらく上述したオニグルミなどの堅果類の破片と考

えられる。

検出されたオニグルミ　し毎痴nsmandshur元a Maxim．subsp．S養boldl云na（Maxim．）Kitamura；クルミ科クル

ミ属）の核は、全て破片で炭化しており、窯色を皇す。完形ならば径3cm程度の広卵体で頂部がやや尖り、1本

の明瞭な縦の縫合線がある。破片の大きさほ18mm以下。核は硬く緻密で、表面には縦方向に溝状の浅い彫紋が走

り、ごつごつしている。内部には子葉が入る2つの大きな窪みと隔壁がある。

表6．微細植物遺体分析結果

地 点 番 号　 試 料 名　　　 備 考　　　　　 土壌 分 析 量
オ二 ゲルミ 核

炭 化 破 片

炭 化 材 不 明 炭 化 物 土 器

5 地 点 5 炉 内 覆 土 4 5 0c c 1 0 3 5 g 7．33 g 0．2 4g 2 ．5 1g 1個
6 炉 内 覆 土 150 c c 2 4 2 ．5g 0 ．4 6 g 0．0 7g 0 ．0 7g －

D 4 7 埋 登 内 土 壌 中 （5－10cm ） 2 00 c c 3 6 7 ．1g 0 ．12 g 0．0 5g く0 ．0 1g －
埋 寮 内 土壌 下 （10 cm つ 2 00 c c 3 6 9．4 g 0 ．0 3g 0．0 5g 0 ．0 4g －

（6）灰像分析

5地点の炉内覆土には、珪化組織片が全く認められない。単体の植物珪酸体がわずかに認められ、その中では

ヨシ属の産出が目立つ。

（7）骨同定

検出された分類群の一覧を表7、結果を表8に示す。検出された種類は、鳥類1種類（ワシ類）、ほ乳類2種

類（イノシシ、ニホンジカ）である。以下、試料ごとの所見を示す。

1）D66

＜ワシ類＞

左脛骨、骨体部の一部を残す破片であり、骨体の扇平性と遠位部

でさらに扁平性の強まる形態から猛禽類の脛骨と推定される。

＜イノシシ＞

・頭頂骨

破片が2点検出される。後頭骨に近い部分の破片で成体と考えら

れるものと、冠状縫合が骨化していないが、成体と推定される。後

述する上顎骨と同一程度の個体と考えられる。

表7．検出分類群の一覧

脊椎動物門　PhyJum Vertebrata

鳥綱　CJass Aves

タカ目　Order Falconiformes

タカ科　Fam‖y Accipitridae

ワシ類　仙南ee′〟∫SP．

哺乳綱　Class Mammafia

ウシ目（偶蹄目）Order Artiodac軸a

イノシシ科　Fam‖y Suidae

イノシシ　お∫CrOね

シカ科　Family Cervidae

ニホンジカ　Cer折〟∫／7彿フ♂〝

・前頭骨

左右が接合する小片が検出される。幼体と考えられ、左右が揃うことから頭骨1個体分が存在したと推定され

る。

・涙骨

左側破片が2点検出される。2点とも成体と考えられるが、この内1点は比較的小型である。大きい涙骨は、

後述する上顎骨と同程度の個体と考えられる。

・側頭骨

側頭骨破片、左頬骨突起、右頬骨突起が検出される。左側の破片は、幼体であり、左右接合した前頭骨とほぼ

同程度の個体と考えられる。頬骨突起は、側頭骨から破損した破片であり、左側の頬骨突起はいずれも幼体、右

頬骨突起は成体と考えられる。

・後頭骨

左右後頭顆一頭静脈突起、後頭底部、後頭鱗、右側破片、その他破片が検出される。左右後頭顆一頭静脈突起

は、左右分離していたものが接合する。後頭顆が完全に骨化した形状であるが、側頭骨との関節が骨化していな

いことから、若い個体と推測される。突起が頑丈でまっすぐ下にのびることから、雄個体と考えられる。後頭底

部は、左側の鋤骨の骨体と翼状骨の一部を残し、成体と考えられる。右側破片および左右不明破片は、関節が骨

化していないことから、幼体と考えられる。この他に、後頭鱗が3点認められる。
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表8．出土骨同定結果

試料 分類群 部位 左　 右 部分 数量 雌雄 年齢 備考

D66

i

i

ワシ類 脛骨 左 遠位端 1

イノシシ

i

i

i

頭頂骨 右 破片 1 成体 後頭骨に近い部分

右 破片 1 成体

前頭骨 左　 右 破片 1 幼体

涙骨 左 破片 1 成体 小型

左 破片 1 成体

側頭骨 左 破片 1 幼体

左 頬骨突起 2 幼体

左 頬骨突起 1 幼体

右 頬骨突起 1 成体

後頭骨 左　 右 後頭顆一翼静脈突起 1 雄 若体

右 破片 1 幼体

左 後頭底部 1 成体

後頭鱗 3

破片 1 幼体

上顎骨 右 P4－M 2歯槽部 1

右 M 1－2歯槽部 1

下顎骨 左　 右 連合部 1 雄 若体

左 下顎枝 1

右 下顎枝 1

右 近心部 1 雌 成体

骨休部 6

第6頚椎 右側破片 1 成体

腰椎 椎体 1

横突起 1
寛骨　　　　　 i

i
右 坐骨部 1 成体

右 寛骨臼部片 1 幼体

大月退骨 右 近位端 1 幼体

脛骨 近位端 1

イノシシ？ 四肢骨 破片 10

ニホンジカ 尺骨 右 破片 1 成体

イノシシ／ニホンジカ 四肢骨 破片 4 5

獣類 不明 破片 4 5

J4号住居址　炉A

i

イノシシ　　　　 l

I

！

上腕骨 左 遠位端 3 幼体？

大腿骨 遠位端 1 幼体？

四肢骨 破片 3 幼体

獣類 不明 破片 32
屋外炉1　　 i

i
ニホンジカ 角 破片 1

獣類 不明 破片 16

C28グリッド　ⅣC層 イノシシ　　　　 ！下顎骨 左 下顎枝 1 成体

第Ⅲ中足骨 右 近位端 1 ll
第Ⅱ／V 中手／中足骨 右 遠位端 1

ニホンジカ 角 破片 4

中手骨 近位端 1

中心十第Ⅳ足根骨 右 破片 2 成体

獣類 不明 破片 8

・上顎骨

右側が第4前臼歯～第2後臼歯部と第上2後臼歯部の歯槽部を残す破片の2点が検出される。ほぼ同程度の生

育状況で、第3後臼歯萌出直後程度の個体と考えられる。

・下顎骨

左右連合部、左下顎枝、右下顎枝、右近心部片、左側破片が検出される。左右連合部は、雄で若い個体と考え

られる。下顎枝は、左右が認められるが、同一個体であるかは不明である。なお、右側は破損し関節突起部分の

みを残し、幅23．0mm以上を計る。右近心部の破片は、成体と考えられ、雌犬歯の歯槽が認められる。下顎骨体部

の破片は、同一個体の可能性もある。

・椎骨

第6頚椎の右側破片が検出される。骨体は頑丈であることから大形の頚椎であったと考えられ、後関節が強く

発達していた様子が窺われ、突起の突出の向きから第6頚椎と同定できる。当試料は成体と考えられる。この他

に、腰椎の椎体と横突起が認められる。

・寛骨：右側の坐骨部、寛骨臼部が検出される。坐骨部は成体、寛骨臼部が幼体に由来すると考えられる。

・大腿骨：右側の近位骨端が検出される。骨端が外れることから、幼体と考えられる。
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・脛骨：近位端の破片が検出される。

＜ニホンジカ＞

・尺骨：左側骨体の小片が検出される。成体と考えられる。

＜その他＞

イノシシの可能性がある四肢骨片、イノシシ／ニホンジカの四肢骨片、種類・部位不明の破片が認められる。

2）J4号住居址　炉A

＜イノシシ＞

・上腕骨：左側、遠位骨端が破損した破片が検出される。滑車骨端が骨化するが、若い個体の可能性がある。

・大腿骨：遠位端の骨端が検出される。左右不明。上記した上腕骨と同程度の個体と考えられる。

e四肢骨：破片のみである。幼体と考えられる。

3）屋外炉1

＜ニホンジカ＞

・鹿角：小片が検出される。

4）C28dグリッド　ⅣC層

＜イノシシ＞

・下顎骨：左側枝部分の一部を残す破片が検出される。内側に発達した筋租面が認められる。成体と考えられる。

・第Ⅲ中足骨：右側近位端の破片が検出される。

・第Ⅱ／V中手／中足骨：右側遠位端の破片が検出される。

＜ニホンジカ＞

・鹿角：破片が検出される。

・中手骨：近位端の破片が検出される。

・中心＋第Ⅳ足根骨：右側の破片が2片検出される。

（8）土壌理化学分析

結果を表9に示す。埋賓内土壌と対照試料とした土壌は、いずれも黒褐色を呈する土壌で比較的多くの有

機物が集積した土壌である。リン酸含量は対照試料で1．92～1．99P205mg／g、埋嚢内土壌でやや高く、2．41～

2．47P205mg／gを示す。一方、カルシウム含量は埋聾内土壌と対照土壌では差異はほとんど認められず4．10－

5．42CaOmg／gを示す。

（9）岩石薄片作成鑑定

表9．土壌理化学分析結果

地点番号 試料名 土性 土色 P 20 5 （m g ／g ） C aO （m g／g） 備考

D 4 7

！

Ⅳ－1 C L 10 Y R2 ／3　 黒褐 1．9 9 4．10

Ⅳ－2 C L 10 Y R2 ／2　 黒褐 1．9 2 5．4 2

埋寮内土壌 C L 10 YR 2 ／2　 黒褐 2．4 7 4．34 上（1－5cm ）

埋嚢内土壌 C L 10 YR 2 ／2　 黒褐 2．4 1 4．2 9 中（5－10 cm ）

埋登内土壌 C L 10Y R 2 ／2　 黒褐 2．4 6 4．14 下（10cm －）

注言1）土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修，1967）による。
（2）土性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編，1984）の野外土性による。

CL‥弓直壌土（粘土15～25％、シルト20～45％、砂3～65％）

偏光顕微鏡下において、構成鉱物を同定し、岩石名を決定した。各構成物の量比は、表10に示す。顕微鏡観察

に際しては下方ポーラーおよび直交ポーラー下で撮影した写真を添付した（図版4）。

敷石住居跡の炉石は砕屑状組織を示すデイサイト質凝灰岩である。鉱物片として斜長石、斜方輝石、単斜輝石、

燐灰石および不透明鉱物を含み、岩片として閃緑岩、流紋岩および凝灰岩を伴う。基質は、シリカ鉱物、トリ

デイマイトおよび不透明鉱物からなる。変質鉱物としては、スメクタイトおよび褐鉄鉱が認められる。

比較試料として採取された遺跡南側丘陵から採取した岩石試料も同様に砕屑状組織を示すデイサイト質凝灰岩

である。鉱物片として斜長石、角閃石、斜方輝石、単斜輝石、燐灰石および不透明鉱物を含み、岩片として流紋
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岩および凝灰岩を伴う。基質は、シリカ鉱物、トリデイマイトおよび不透明鉱物からなる。変質鉱物としてほ、

スメクタイトおよび褐鉄鉱が認められる。

表10　岩石薄片鑑定結果

試料名 岩石名

（鏡下観察）

鉱物片 岩片 基質
変質
鉱物

PI H o O px C px A p O p D i Ry T f S i Tr O p S両 Lm

敷石住居炉 デイサイト質溶結凝灰岩 ○ △ ＋ ± △ ± ＋ ± ◎ ± ＋ ＋ ＋

南側丘陵採取試料 デイサイト質溶結凝灰岩 ○ ± △ ＋ ± △ ＋ △ ◎ ＋ ＋ ± ＋

鉱物名略号
Si：シリカ鉱物　Tr：トリディマイト　PE：斜長石　Ho：角閃石　Opx：斜方輝石　Cpx：単斜輝石　Ap：燐灰石　Op：不透明鉱物
Sm：スメクタイト　Lm：褐鉄鉱

岩石名略号
Di：閃緑岩　Ry：流紋岩　Tf：凝灰岩

4．考察

（1）古環境復元

低地部（1地点）のV層下部（試料番号25）・Ⅳ層（試料番号13）と流路（3地点）最下層（試料番号13）は、

珪藻化石の産出が少なく、統計学的にデータを扱えないため本分析結果から堆積環境を評価することはできない。

ただし、流路堆積物（3地点）最下層では、少ないながらも流水指標種などの珪藻化石が産出しており、流水の

影響を受けて堆積した特徴が窺われる。

また、花粉分析の結果でも花粉化石がほとんど検出されなかったため、古植生推定のための定量解析を行うこ

とはできない。一般的に花粉やシダ類胞子の堆積した場所が、常に酸化状態にあるような場合、花粉は酸化や土

壌微生物によって分解・消失するとされている（中村，1967；徳永・山内，1971）。珪藻化石の産出状況も悪い

ことを考慮すると、堆積時に取り込まれた花粉・シダ類胞子が、その後の経年変化により分解・消失したと考え

られる。なお、検出された種類から、少なくともイネ科、ヨモギ属、キク亜科などの草本類が、遺跡周辺に生育

していたと考えられる。

一方、同試料を対象とした植物珪酸体分析では、低地部（1地点）のV層下部・流路堆積物最下部（3地点）

の産状を見る限り、ヨシ属をはじめとして、ススキ属、イチゴツナギ亜科などの草本類が遺跡周辺に生育してい

たことが伺える。ヨシ属は湿潤な場所に生育する植物であることから、いずれの堆積場も湿潤な場所であったと

考えられる。また、低地部のⅣ層も下位層同様に、ヨシ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科などが産出するが、比

較的乾燥した場所に生育するタケ亜科が認められるようになる。当層の上面は遺構検出面であることを考慮する

と、Ⅳ層堆積時はV層堆積時と比較して乾燥化が進み、ヨシ属などに混じってタケ亜科等が生育する乾いた場所

が存在するようになったと推測される。

（2）動物利用

本遺跡から出土した骨片はいずれも焼骨であり、鳥骨とイノシシ、ニホンジカの2種類が確認された。このこ

とから、縄文時代中期頃には鳥類をはじめとして、イノシシ、ニホンジカ等の獣類を捕獲・利用していたことが

推定される。

土坑（D66）から出土した骨片は、細片化したものが多かったが部位を確認できた試料も多く、個体の生育状

況等の所見を得ることができた。骨格による個体の生育状況は、成体・亜成体・幼体と判断され、幼体は少なく、

成体が主とする傾向が認められた。幼体は1歳未満の個体、成体は3．5歳前後の個体と推定され、この年齢の個

体は遺跡から知られる個体も多い。検出された部位は、頭頂骨片、上顎骨、下顎骨など頭骨が主体として認めら

れた。土坑内で焼成等が行われていない場合、これらの焼骨は別の場所で焼かれ当遺構にもたらされたと考えら

れ、さらに、頭骨が比較的まとまっている点を考慮すると意図的な扱いがあった可能性がある。なお、イノシシ

が主体的に検出される状況は、他の事例でも認められている（たとえば土肥，1985）が、このような焼骨の検出

例は縄文時代後一晩期遺跡で多く認められている。当土坑の時代観や骨格の保存も比較的良好である点を考慮す

ると、貴重な事例と言える。

また、炉跡や包含層中から認められた骨片もいずれも焼骨であり、イノシシ・ニホンジカが検出された。特に、
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炉跡から出土した骨片の出土最は土坑と比べ少ないが、一般に炉跡内から出土する焼骨は細片化していることが

多いのに対し細片化しておらず土坑（D66）から出土した骨片と保存状態が同様であることが特徴と言える。

（3）植物利用

縄文時代中期と考えられるJ16号住居跡に伴う炉内覆土（5地点）からは、オこグルミの核破片が検出された。

オこグルミほ、谷筋などの適湿の場所に生育する落葉高木で、堅巣が生食・長期保存が可能で収量も多く、古く

から里山で保護、採取されてきた有用植物である。同覆土からは、いずれも5mm以下に細片化したクリ近似種や

タケ亜科、種類不明の広葉樹の炭化材も抽出された。このことから、オニグルミが食糧として利用され、火熱の

影響により炭化していることから、利用後の残淳をクリ近似種やタケ亜科等とともに燃料材として利用した可能

性がある。

また、花粉分析結果では良好なデータが得られず、植生についての詳細な検討はできないが、これらの植物遺

体の検出されたことや、いずれも本地域の山野に普通にみられる種類であることから、遺跡周辺に生育し入手可

能な種類を利用したことが考えられる。

一方、H1号住居址の床面から出土した炭化材は、重硬で強度の高い材質を有する落葉広葉樹のクヌギ節で

あった。国内ではクヌギ節は、クヌギとアベマキの2種があるが、本地域ではクヌギが二次林構成種として普通

にみられることから、当住居跡から出土したクヌギ節はクヌギの可能性がある。なお、当試料は出土状況から、

住居構築材の一部が炭化し、残存したものと考えられるが、1点のみの分析であるため木材利用の傾向について

は不明である。

（4）埋賓の内容物

土壌中に普通に含まれるリン酸量、いわゆる天然賦存量は、いくつかの報告事例がある（Bowen，1983；B。lt・Br

uggenwert，1980つ冊奇ほか，1991；天野ほか，1991）。これらの事例を参考とすると、推定される天然賦存量

の上限は約3・OP205mg／g程度であり、人為的な影響（化学肥料の施用など）を受けた黒ボク土の既耕地では5．5P

205mg／g（川崎ほか，1991）という報告例がある。また、当社の分析調査事例では骨片などの痕跡が認められ

る土壌では6・OP205mg／gを越える場合が多い。一方、カルシウムの天然賦存量は普通1～50CaOmg／g（藤貰，

1979）とされ、含量幅がリン酸よりも大きい傾向が報告されている。

埋棄内土壌は土坑（D47）の周囲から採取した土壌（Ⅳ層）と比較し、埋登内土壌のリン酸含量がやや高い傾

向を示した。ただし、上述の天然賦存量の範囲内にあることや、埋嚢内土壌のリン酸量がほぼ均一で、リン酸の

偏在性が認められないことから、局所的にリン酸が富化、あるいは濃集している可能性は低い。このことから、

埋聾内土壌と比較試料との間の差も、土壌腐植の量比、覆土の質的な違いに起因していると考えられる。一方、

埋婆内土壌中の微細遺物、特に骨片等の抽出を目的として行った微細遺物分析でも、少量のオこグルミが検出さ

れたのみであった。このことから、当土坑の用途して推定される胞衣や遺体埋桐の可能性については、本分析結

果からは支持することはできない。

（5）石囲炉の石材

本遺跡の所在する長野県南佐久郡臼田町田口周辺は、20万分の1地質図幅「長野」によると、鮮新世の安山

岩溶岩、安山岩質な火砕岩およびデイサイト質溶結凝灰岩の分布地域にあたる。臼田町の西には安山岩または

玄武岩質な溶岩・火砕岩からなる更新世～完新世の八ヶ岳火山噴出物が分布し、東には礫岩、砂岩、泥岩などか

らなる内山層や、凝灰質砂岩、泥岩などからなる駒込層という中新統が分布する。臼田町の南には砂岩・泥岩・

チャートを主体とする中世界の秩父帯が分布し、北には更新世～完新世の安山岩を主体とする浅間火山の噴出物

が分布する。

観察を行った敷石住居跡炉石より採取した試料は、デイサイト質溶結凝灰岩であり、上述した臼田町周辺の地

質環境を考慮すると在地性の石材と判断される。比較試料とした遺跡の南側丘陵から採取された試料は、同様に

デイサイト質溶結凝灰岩であり、表10に示されるように鏡下観察による構成物の種類・量比もほぼ同様であった。

このことから、当敷石住居の炉石は在地性の石材が用いられており、本遺跡付近でも入手可能な石材であったこ

とが指摘される。
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関
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珪藻化石・花粉分析プレパラート内の状況写真

5　　　　　　　7

巨

1，乃′郎′／ソ♂′／♂柑〝√加′／♂♂（Kuetz．）Petersen（3地点；13）
2．ル／7どれ／仇犯例〟／ノ∫H．Kobayasl（3地点；13）
3．と急／♂〝♂／∫A打／／ル膠（Gr〕n．）Cleve（3地点；13）
4．の硯毎／／∂・∫／／e∫／都V BlelSCh（3地点；13）
5，の勿♂／／β。膠／〝〟がHIIse ex Rabh（3地点；13）
6，の甥如／／∂∫／〝〟〆♂Gregory（3地点；13）
7．肋〝／r〟／♂J♂〝ル′〝Je∂（Kuetz．）Grunow（3地点；13）
8．ノお〝／∠∫〟／♂岬〃／岬（Ehr．）Grunow（3地点；13）
9．状況写真（1地点；13）
70，状況写真（3地点；13）

図版2　植物珪酸体・炭化材

隼
じ

＿＿＿」TLL＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿憎

糖

ヨシ属短細胞珪酸体（1地点；13）
ヨシ属短細胞珪酸体（5地点；5）
ススキ属短細胞珪酸体（3地点；13）
イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体（1地点；25）
ヨシ属機動細胞珪酸体（1地点；13）
ヨシ属機動細胞珪酸体（5地点；5）
ウシクサ属機動細胞珪酸体（3地点；13）
コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Hl号住居址；炭1
a：木口，b：柾目，C：板目

（1－3）

50〟m

（4－7）

200〟m　　200ノJm

（8a）　　（8b．C）

図版3　炭化種実

1．オ二クルミ核（5地点；5）
3．オ二クルミ核（5地点；5）

図版4　岩石薄片

3a　　　　　　　3b

lcm lcm

（1）　　（2．3）

2．オ二グルミ核（5地点；5）

2．南側丘陵採取試料
05mm

Pl：斜長石　Sm：スメクタイト　Lm：褐鉄鉱　Ry：流紋岩
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2　大奈良遺跡の石器石材について

中村　由克（野尻湖ナウマンゾウ博物館）

大奈良遺跡の石器の石材でとくに多く使用されるのは、黒色細粒の黒色頁岩、灰色細粒の灰色頁岩、そして灰

褐色系で剥離面（肌）が荒れた感じがする志賀洛結凝灰岩の3種類である。これらの石材の岩石学的な特徴の記

載をおこない、その原産地について考察する。

1）黒色頁若

黒色～黒灰色の頁岩。まれに有孔虫、海綿の骨針などの化石を含むものがある。変質はほとんど受けていない。

内山層の男色貢岩で、未変質のものである。

2）灰色頁岩（珪化した頁岩）

灰色ないし緑灰色の頁岩。表面に黄鉄鉱の結晶の抜けた正方形の穴が多数みられる。本来は黒色頁岩であった

と思われるが、石英閃緑岩等の買入の影響で、珪化作用を受け灰色になり、黄鉄鉱ができている。表面のほとん

どの黄鉄鉱は溶けてなくなっているが、ごく一部に赤褐色（褐鉄鉱）になって残存するものもみられる。石英閃

緑岩との隣接部の内山層のものと考えられる。

3）志賀溶結凝灰岩

灰褐色、灰紫色の凝灰岩。扁平に割れやすく、断面では厚さ1cm以下の平行な縞状の構造（ユータキシティツ

ク構造）がみられるものもある。水平面では黄色を帯びた扁平で斑状の模様（圧縮された軽石など）がみられる。

剥離面は頁岩ほどスムーズでない。細粒部である基質は、ガラスと微細な結晶が構成している。

4）使用頻度の低い石材

ホルンフェルスは、黒色で表面には変成鉱物がとけた小さな穴が多数みられる硬い岩石。原岩は、内山層の黒

色頁岩で石英閃緑岩との接触部で強い熱変成を受けたものと推定される。

安山岩は、黒色で比較的に無斑品質のものであり、表面にはガスが抜けたきわめて微細な穴がみられることが

特徴である。無斑品質安山岩は、佐久地域では八風山山頂の八風山溶岩、香坂川流域の八重久保層上部などに分

布がみられるほか、ほかにも複数の産地がある。本遺跡で使用されている無斑品質安山岩は、八風山のものほど

品質がよくない。

5）石材の入手場所について

黒色頁岩、灰色頁岩などは第三紀中新世初期の内山層のものである。これらの岩石は、遺跡に一番近い臼田町

の両川、谷川、佐久町の抜井川、そして佐久市の内山川ぞいなどに分布する。これらの川原のどこかが原石入手

地点となっていたと思われる。千曲川との合流点に近い各河川の下流部では、これらの岩石が数十cmの扁平な円

礫となって堆積しているので、原石の採集地点は遺跡に近いこれらの河床であった可能性が考えられる。

志賀溶結凝灰岩は、遺跡より東方の山地にひろく分布している。この地層は第三紀鮮新世に陸上で噴出した火

山砕屑物がその自重のため圧縮を受け、まだ高温の状態

だったので岩片が互いに溶けて結合した岩石である。この

地層は切り立った崖を作って分布していることが多く、志

賀溶結凝灰岩が分布する山の麓では多くの場所で、扁平な

角礫が多く散在している。したがって、本層の角礫の入手

可能地は、かなり広い。本層の分布地内の岩相の分布が調

べられれば、石器に使われた石材の入手地がさらに絞り込

まれるであろうが、現時点では厳密な特定はまだできない。

これらのデータから、大奈良遺跡の石器石材はかなり近

隣地区から入手されていたことがわかる。縄文時代の石器

石材は、旧石器時代と比べると在地石材の占める割合が大

きくなるのが一般的であり、大奈良遺跡の場合もその状況

を示している。とはいえ、主要石材となっている黒色頁岩、
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横線二内山層（黒色莫岩・灰色頁岩）、縦線こ志賀溶結凝灰岩

図1　大奈良遺跡の石器石材の岩石分布域
由井（2004）をもとに縮図作成



灰色頁岩（珪化した頁岩上志賀溶桔凝灰岩は、ともに打製石斧や剥片石器にすぐれた石材であり、大奈良遺跡

はこれらの石材の原産地遺跡としての性格も有している。そして、この地域は重要な在地的な石器石材に恵まれ

た土地だといえよう。この点で、これらの石材の使用された分布範囲が判明することによって、縄文時代の佐久

地方における石材流通の実体の一端が解明されることが期待される。
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剥片（B27a）・2＝剥片（B27a）、ともに有孔虫化石を含む、3・剥片（B27a）、海綿の骨針化石を含む
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Li一　人会長選払出ニヒ幻縄文中期後菜⊥茶に二ついl∈

本調査では中期中葉後半から後期初頭にかけての土

器が出土した。中でも中期後葉の土器は最も出土量が

多く、南佐久地域ではこのように豊富な出土はこれま

であまり知られていないことから、貴重な資料と位置

づけることが出来るだろう。さらにこの中には近年注

目されている通称「佐久系土器」が少なからず含まれ

ている。この「佐久系土器」の編年を確立することは、

今後の地域文化研究のためにも必要であるが、ここで

はそのたたき台となる案を示してみた。また本調査で

確認された中期後業に属する遺構の時期区分について

は、この案が基準となっていることを付け加えておく。

（1）土器の呼称

この時期の土器は、既に関東では加曽利E式、中部

では曽利式や唐草文系土器として、数多くの資料から

畑かな編年が組み立てられている。これらに比べ佐久

を含む東信地域はまとまった資料にあまり恵まれてこ

なかったが、長野新幹線や上信越自動車道建設に代表

される大規模開発等により、近年では多くの資料が蓄

積されつつある。

この流れの中で百瀬は、主に加曽利EⅢ式に並行

し佐久地域に多くみられる土器を「佐久系土器」と呼

び（百瀬1991）、さらに桜井はこれを含めた土器群に

「郷戸式」という型式名を与える試案を発表している

（桜井2000）。川崎は桜井による編年を見直しながら、

型式認定の可能性を踏まえつつも「鱗状短洗練文土

器」とこれを呼称している（川崎2001）。

この名称について、本稿でもまず型式とするには時

期尚早と判断するが、百瀬の用語を時間的に拡大使用

し「佐久系土器」という呼称を用いることとした。数

多くの問題を含みつつも、これが現在のところ研究者

で最も通りの良い呼び名であるのも事実である。むろ

んこれは仮称であって、今後その内容を解明しつつ、

統一的な見解を目指すべきことは言うまでもない。

尚、ここで「佐久系土器」とした土器の定義を以下

藤森　英二（北柏木村考古博物館）

に記しておく。

1．日縁部文様帯は同部に比べ肉厚な傾向があり、楕

円＋渦巻状の印刻風の区画がされ、内部は鱗状ある

いは直線の沈線で充填される。この区画の上部は比

較的広い無文部を持つ。

2．胴部は沈線または隆帯による区画を持ち、鱗状ま

たは綾杉状の沈線で充填される。

3．器形はバケツ型あるいはキャリバー型で、平口縁

か四単位の波状目線となる。

（2）時期区分の方法

冒頭、当地城での編年確立の必要性を述べた。しか

し「佐久系土器」は東信地域に確かに存在するものの、

現在のところ中期後葉を通じて常に主体的に見られる

わけではない。さらに当遺跡のある南佐久地域では資

料も決して十分とは言えず、これら自身の型式学的な

特徴から編年を行うよりは、むしろ存知の型式編年を

有効に使うべき段階にあると考える。

そこでここでは複数の個体の同時性が認められる資

料群を抽出し、型式学的な基準に加曽利E式（谷井ほ

か1982）を据え、これに曽利式や唐草文系土器の編年

を加味し、「佐久系土器」についてはこれらに従う形

で編年を組み立てた。但し遺構の切り合い関係等で資

料群同士の前後関係が確認出来る場合はこれを優先し

ている。同時性の認められる資料群は以下の通りであ

る。

①　2－1・2－2・2－3　　②　2－5・2－6・2－7・2－8

③　4－1・4－2　　④　4－3・4－4

⑤　5－1・5－2・5－3・5－5　　⑥　6－1・6－2

⑦　7－1・7－2・7－3　　⑧　8－1・8－2

⑨　9－1・9－2・9－3　　⑲11号住居址出土資料

⑪14－1・14－3・14－7　　⑫14－2・14－4つ4－5

⑬15－1つ5－2　　⑭15－3・15－4・15－5・15－6・

15－7・15－8・15－9・15－10・15－11・15－12・15－13

⑮16－1弓6－2　　⑯　D66－1・2
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このうち③と④は出土状況から、⑪と⑫については

接合関係がみられたこと、⑲と⑭については住居址廃

棄後時間差無く廃棄行為が行われた可能性があること

などから、それぞれほぼ同時期と判断した。

この資料群を出来るだけ有効に用いながら5期に及

ぶ編年を組み立てた。

大奈良遺跡中期後葉1段階

複葉1段階は、11号住居址に廃棄された資料（⑲）

が基準となる。やや変質した唐草文Ⅱ期の土器が多く、

加曽利EⅡ式の土器が加わる。土坑出土の⑯もここに

含まれよう。尚、この段階の唐草文系土器については、

新潟県や北信地域との関連に注意する必要がありそう

である。加曽利EⅡ式の古段階に相当する。

大奈良遺跡中期後葉2段階

10号住居址は11号住居址を切っており、同住居址

の埋棄（10－1）が加曽利EⅡ式中段階にあたる。また

型式学的にこれに近い2－2を含む土器群（①）をもっ

て後菓2段階とする。7号住居址の3個体（⑦）、8

号住居址の2個体（⑧）もここに含めたい。加曽利E

Ⅱ式、曽利Ⅲ式・唐草文Ⅲ期の土器に加え「佐久系土

器」が見られるようになる。①とほほ同時期かやや後

に廃棄されたと思われる②については、本段階か次の

段階に位置づけられよう。

大奈良遺跡中期後葉3段階

中期後葉2段階に位置づけた8号住居址を9号住居

址が切っており、ここから出土した加曽利EⅡ式新段

階に位置する埋聾の9－1をもって、後菓3段階とした

い。この段階に相当する資料群は前述の⑨に加え⑲⑭

⑮となろうか。但し⑲⑭は若干新しい可能性もある。

加曽利EⅡ式新段階～Ⅲ式始め、曽利Ⅲ～Ⅳ式、「佐

久系土器」及び大木式の影響のある土器も含まれる。

大奈良遺跡中期後葉4段階

中期後菓3段階との切り合い関係はないが（中期後

菓2段階との切り合い関係は認められる）、加曽利E

Ⅲ式に伴う資料群をあげた。資料群③④⑤⑥⑪⑫をこ

こに含める。但し加曽利E式の様相からは細分も可能

であるかも知れない。主に加曽利EⅢ式と「佐久系土

器」からなる。

大奈良遺跡中期後莞5段階

抽出した資料群には含まれないが、屋外埋聾1とD

63・73号土坑出土の資料等を後菓5段階としておきた

い。加曽利EⅣ式に相当するが、大型で隆帯を垂下さ

せたものがほとんどである。尚この段階での「佐久系

土器」の存在は本調査からは認められない。

（3）まとめ

「佐久系土器」については本遺跡では後葉2段階

から4段階、加曽利E式でいうとⅡ式中段階からⅢ式

に認められたことなる。しかしこれらの型式学的な変

遷を述べるには至っていない。特に「佐久系土器」を

多く含む資料群②と⑭についてやや暖味な位置づけと

なってしまっている点は大きな課題である。また問題

とされている胎土の違いや、既に出されている編年と

の整合性についても触れることが出来なかった。今後、

近隣地域の資料を再検討して、その名称も含め当地城

の土器編年を確立していきたい。

また、この中期後葉のみではないが、千曲川流域で

は、縄文土器型式の研究では先行した中南信地域と様

相を異にする土器が目立つ。中期後葉については千曲

川源流に近い川上村大深山遺跡で曽利式が主体との報

告もあるが（島田1998）、今回の調査によれば千曲川

が狭い谷間を抜け、やや広い河岸段丘を発達させてい

る臼田地域では、どちらかと言えば浅間山南麓に近い

様相を見せていることが明らかとなった。この違いが

暫時的なものであるかどうか、あるいは時期的な変化

があるのか等、中間地帯である南佐久郡下の詳細な分

析も必要である。
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2　打製石斧の製作と消費

大奈良遺跡ではその発見の当初から多量の打製石斧

が採取されていたが、今回の調査で3，498点に及ぶ膨

大な資料が検出された。本報告では142点の図示とそ

れよりやや多い写真の提示に止まり、詳細な分析・属

性提示・記述までに至らなかったが、現時点での成果

と課題を以下に記したい。

（1）分布状態

本調査での検出位置は前述した住居址覆土で431点、

Ⅲ層で2，849点、旧河近状地形1のⅣ層で165点であっ

た。Ⅲ層における遺存要因に関しては先に記述したが、

黒色・灰色頁岩製剥片、溶結凝灰岩製剥片、削器、凹

石、磨石の分布状況から再度検討しよう。

大半が打製石斧製作時に生じた資料と考えられる黒

色頁岩・灰色頁岩・溶結凝灰岩の剥片群の分布はⅢ層

の分布範囲にあるが、打製石斧の集中部と同様な集中

部を示す。特に旧河道状地形1に対応した場所では密

集し、D29aグリッドでは黒色頁岩製剥片179点が検

出されている。さらにその集中分布域は南側のⅢ層下

位がⅦ層である微高地部分に広がる。黒色e灰色頁岩

を主要石材とし、横刃形態を主体に打製石斧調整剥片

が素材として用いられている削器の分布も同様であり、

微高地日日河道状地形上面、JlO・5つ2・2号ライ

ンに集中する。凹石・磨石においてもその集中傾向は

同様で、最も集中する地点は微高地部分である。

打製石斧とその調整剥片、さらにはその剥片を素材

とする削器が同一地点に存在することは、その地点が

製作場所である。という想定も可能である。それを検

証するためには接合資料の分布状況が有効である。し

かし、時間の制約から剥片と打製石斧の接合作業は実

施できなかった。一通り実施できたのは先に記した打

製石斧欠損品相互の接合である。結果は23例のみの確

認であり、極めて低い接合率であった。分布は同一グ

リッド等の近接地点が大半で、B26bとB23Cグリッ

ド間が最長である。接合範囲が限られていることから

その範囲が製作場所とも言えるが、欠損状態は製作時

と考えるよりも使用後、さらには堆積中も考慮される

あり方であった。以上からⅢ層で検出された打製石斧

は廃棄されたものであり、さらに自然の要因で窪地を

中心に二次堆積した遺存物と考えられる。その本来の

集中的な廃棄場所を調査地点内に求めれば、集落の外

苑部である微高地箇所が想定されよう。また、Ⅲ層の

堆積がないJ14号住居址覆土中には、48点の打製石斧

が廃棄されていたことが明確で、住居址覆土上部遺物

とⅢ層遣物の区分が困難な状況にもあるが、土器群の

出土状態から、J15号住居址覆土中に集中廃棄されて

いたことが確認できよう。

旧河道状地形1のⅣ層から検出された打製石斧の時

期は土器群の様相から中期中葉と考えられ、調査区南

部では未確認の該期住居址群との関係等課題が多いが、

ⅣC層中の焼土・炭化物のあり方は、詳細な記録は残

さなかったが廃棄の単位が想定できる状況にあり、そ

の堆積要因に廃棄の累積が想定される。B26bグリッ

ドⅣC層では黒耀石剥片・砕片228点の密集部が存在

していた。

（2）製作技術と使用痕跡

調査終了当初は原石入手に適した場所で、膨大な量

の打製石斧とその調整剥片が検出されたことから、大

奈良遺跡は打製石斧の大規模な製作遺跡と考えた。し

かし整理作業が進むにつれ、末製品と考えた資料にも

使用痕が観察され、さらに調整剥片にも使用痕が観察

されたことから、検出された資料群は製作・使用・再

生・使用・廃棄の累積であることが判明した。

利用された主要石材は溶結凝灰岩と黒色・灰色頁岩

であり、前述したように石材ごとに適応した臨機的な

製作技術を運用していた。

溶結凝灰岩は敷石住居址にも使用された板状を呈す

る石材であるが、打製石斧に用いられたものには2種

類のあり方がある。その一つは厚さ20mm以上の表面が

全体に摩滅した亜角礫である。この原石はⅢ層中にも

含まれており、採集地点は千曲川・両川等の河床と考

えられる。検出された長さ25cm・厚さ8cmの石核はこ

の厚塑石材である。周辺加工にある第45図15・16は未

製品的であり、厚型のものは第44図7や第45図11のよ

うに面的加工で整形される。
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もう一つは大半を占める板石で原礫面は節理面と称

せる状況にある。河床以外に遺跡周辺の露頭で採取さ

れた石材と想定される。周辺加工が施されている最大

の資料は245×288mmであり、それを分書ければ4本の

打製石斧が得られる分量である。先に分割技術と分割

面の有効利用を記したが、具体的には第46図に図示し

た資料で18－21の一側線、22の二側線、24・25の尖っ

た基部にそのまま用いられるものが特徴的に存在する。

黒色・灰色頁岩で用いられた原石形状は小型扁平円

礫、大型円礫・亜角礫である。Ⅲ層中には長さ100－

200mmの扁平円礫が多数存在していた。大型原石に関

しては調査時に意識していないため定かではないが、

黒色・灰色頁岩の採取場所は周辺の河床に特定されよ

う。第49図52は扁平礫に刃部を僅かに形成した資料で、

53は扁平礫素材の製作過程を示す資料である。93・

110は扁平礫素材である。また、50・51は大型剥片の

状況を示す。両面加工を主体とするが、裏面に主要剥

離面を広く残す資料が多い。

使用痕跡と捉えられる表面の顕著な摩滅は200点以

上の資料で観察されている。溶結凝灰岩製は表面の風

化が進行しているため観察に限界があるが、黒色・灰

色頁岩では詳細な検討を繰り返せばより多様な使用痕

が観察できるものと思われる。先に記した66点の詳細

を以下に記述する。

刃部の摩滅痕は62点にあり、表裏面にあるものが主

体であるが、44点の資料にその摩滅痕を切る刃部加工

が施されていた。胴部摩滅痕は13点の資料に観察され

た。基本的に基部側に位置し、表裏面5点、表面2点、

裏面6点である。表裏面の中には一側線に存在するも

のが2点含まれていた。ただし、打製石斧の側面に特

徴的に観察される敲打状の潰れは、本遺跡の資料には

ほとんど存在しなかった。基部端部に存在したものが

3点ある。内2点は刃部として使用していた箇所を基

部に再生した可能性が高い（87・95）。それは胴部の

摩滅痕が現状の刃部側にある点からも検討される。以

上は使用・再生の頻度を示唆する。定量的に分析しな

ければならないが、刃部の破損度の高さが指摘でき、

その使用場所は、礫を多く含む遺跡周辺の低地部、

あるいは背後の岩山が想定される。第54図137・139・

140は再生のため寸詰まりな形状を呈したと考えられ

るが、142は摩滅痕を側線の調整加工が切っており、

削器に作り変えられた資料とも考えられる。

3　縄文時代集落の構成

今回の調査で検出された縄文時代の住居址は18軒で

中期中葉1軒、中期後菓16軒、後期初頭1軒である。

土坑は71基で、時期の確定できるものは中期中葉1基、

中期後菓8基である。現状での分布は土坑群を内側と

する住居址群の弧状分布であり、J14号住居址を中央

とすれば、その北群と南群に大別される。

中期中葉は北群にJ13号住居址、南群にD70号土坑

がある。また南部の旧河道状地形1には廃棄場が存在

し、それに対応した住居址群のあり方が今後の調査課

題である。

後葉は土器様相を基準とすれば5段階に細分される。

1段階は、北群にJll号住居址、南群にJ17号住居址

とD66号土坑があり、D66号土坑に切られるJ18号住

居址は後葉とすれば初期段階となる。2段階は、北群

にJ2・10・7号住居址の3軒、南群にJ8号住居址

とD72号土坑がある。3段階は、北群にJ12号住居址

1軒、南群にJ9弓5弓6号住居址の3軒がある。4

段階は、北群にJ4・5・3e6号住居址の4軒と中

央としたJ14号住居址、南群のD47・29e42・69号土

坑の4基がある。この段階でJ3・6号の敷石住居址

が出現する。5段階は、住居址は確認されず北群のD

63号土坑、南群のD73号土坑である。また、北群に埋

聾1としたものがある。

後期初頭は南群にJl号敷石住居址1軒がある。

調査区外東側における住居址弧状分布の連続、調査

区西側北部のJ3弓3号住居址、西側南部のJ1号住

居址に続く住居址の広がりが想定される。中央部西側

には谷頭が存在することが試掘で確認されていること

から、大奈良遺跡には現時点で馬蹄形を呈する拠点的

な集落像が措かれる。今後、縄文集落調査の空白地帯

における新たな地域史を叙述する上で、大奈良遺跡の

今回の成果は基準資料となろう。
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